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確定申告の受付が始まります

医療費助成を中学3年生まで拡大

慢性腎臓病（CKD）って何？

うつ病体験を語るwatari 講演会

犬や猫の飼い方マナーを守りましょう

図書館インフォメーション



●
4
月
12
日
　
フ
ラ

ン
ス
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

初
の
デ
ィ
ズ
ニ
ー
テ
ー
マ
パ

ー
ク
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
パ

リ
開
園
。

●
5
月
27
日
　
「
サ
ザ
エ
さ
ん
」

の
原
作
者
と
し
て
知
ら
れ
る
国

民
的
漫
画
家
、
長
谷
川
町
子
が

死
去
。
同
年
7
月
28
日
に
国
民

栄
誉
賞
受
賞
。

●
6
月
15
日
　
P
K
O
協
力
法
成

立
。

●
7
月
25
日
　
バ
ル
セ
ロ
ナ
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
開
幕
（
〜
8
月
9
日
）
。

●
8
月
1
日
　
東
日
本
旅
客
鉄
道

（
J
R
東
日
本
）
、
山
手
線
の
全

駅
で
禁
煙
実
施
。

●
9
月
12
日
　
日
本
全
国
の
公
立

学
校
で
毎
月
第
2
土
曜
日
を
休

業
日
と
す
る
月
1
回
の
学
校
週

5
日
制
ス
タ
ー
ト
。

●
10
月
1
日
　
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー

ラ
ン
ド
に
6
つ
目
の
テ
ー
マ
ラ

ン
ド
「
ク
リ
ッ
タ
ー
カ
ン
ト
リ
ー
」、

新
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
「
ス
プ
ラ

ッ
シ
ュ
・
マ
ウ
ン
テ
ン
」
が
そ

れ
ぞ
れ
オ
ー
プ
ン
。

●
11
月
3
日
　
ビ
ル
・
ク
リ
ン
ト

ン
、
米
大
統
領
選
挙
に
当
選
。

●
12
月
12
日
　
宮
澤
改
造
内
閣
発

足
。

●
1
月
1
日
　
欧
州
経
済
共
同
体

に
加
盟
す
る
12
カ
国
に
よ
る
単

一
市
場
が
設
置
さ
れ
る
。

●
2
月
19
日
　
荻
原
健
司
、
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
ス
キ
ー
世
界
選
手
権

フ
ァ
ー
ル
ン
大
会
の
複
合
個
人

で
日
本
人
初
の
個
人
総
合
優
勝
。

●
3
月
18
日
　
新
幹
線
「
の
ぞ
み
」

が
山
陽
新
幹
線
で
運
行
開
始
、

東
京
―
博
多
間
毎
時
1
本
ず
つ

運
行
。

　１月13日（日）に、市内７カ所の会場で平成25年笛吹市成人式が開催さ

れ、晴れの日を迎えた新成人は懐かしい友人との再会に喜び合っていま

した。式典には756人が参加し、大人への新たな一歩を踏み出しました。

石和会場に208人が出席

��受付でなつかしい友人の名前を発見

厳かな雰囲気の中で進行する式典

倉嶋市長に誓いの言葉を述べる野中涼さん

��色とりどりの晴れ着姿もまぶしい新成人

��近況報告で目標を発表

式典が始まる前に記念撮影をさせていただきました

タイムカプセルから記念品を取り出した直後の一コマ前途を祝して乾杯

みんなで輪になって近況報告

��友人との再会に話が弾んでいました

��地域の方々に見守られる新成人4人

誓いの言葉を発表する渡邉由美さん



林　光城さん
（石和地区成人式実行委員長）

　今回私たちは成人式を迎え、晴れて成人として歩み始

めることができました。ここまで成長できたのには、こ

の笛吹市という場所が住みやすく、よい環境で過ごせる

ように整っているということも関係していると、私は

思っています。

　これからの笛吹市のあり方としては、過疎化している

地域を無くし、観光客で賑わうような市となってほしい

と思います。そのためにも、我々新成人も政治に参加し、

笛吹市に少しでも貢献できるようにしたいと思います。

中川　裕貴さん
（御坂地区成人式実行委員長）

　市町村合併が行われ、笛吹市となってはや数年。博物

館や花火大会の整備など、観光施設は充実しましたが、

介護制度の強化と教育制度がまだ十分に整備されていな

い気がします。

　そこの見直しに期待しています。また、私たちにでき

ることは、一人一人が夢へと努力し、様々な舞台で活躍

することが地元への恩返しになるのではないでしょうか。

樋口　拓也さん
（八代地区成人式実行委員長）

　７つの町がひとつになり、８年が経ちましたが、地場

の産業が発展し、様々な成果を挙げてきました。

　これからは、笛吹市のさらなる発展と活性化に期待し

老若男女問わず、住みやすい街づくりをしてほしいと思

います。

　それに向けて、新成人として大人としての自覚を持ち、

一人ひとりが市に貢献できるよう考え、日々生活を送り

たいと思います。

玉川　大武さん
（境川地区成人式実行委員長）

　私が生まれた街、日本一の生産量を誇る「もも」「ぶ
どう」、多くの人を喜ばせ疲れを癒す温泉、甲斐一宮浅
間神社をはじめとする文化遺産。これらのものは、豊か
な自然からもたらされる恵みであり、笛吹市の大きな財
産であると思います。これからの笛吹市を思う時、こう
した財産を生かし、大切にしながら、市に住んでいない
人が笛吹市に住みたい、また来たいと思うそんな笛吹市
に発展していって欲しいと願っています。
　故郷を離れて生活をしている今、感じることは、私達
のような若者にとって笛吹市が「心のふるさと」と言え
る、そんな市になっていって欲しいです。

萩原　彩加さん
（春日居地区成人式実行委員）

　生まれ育った小さな町から大きい市になり、利用でき

る施設が増え、より多くの人と交流できるようになりま

した。しかし施設を利用したくても、移動する手段のな

い方がいると思います。その為にも利用しやすい交通機

関ができ、小さい子どもからお年寄りまで、気軽にそし

て、今以上に施設を利用することができるよう望んでい

ます。

渡邉　由美さん
（芦川地区誓いの言葉発表者）

　私が生まれ育った芦川は、自然豊かで空気が澄んでい

て、人口は少ないですがとても温かいところです。芦川

に帰って元気なおじいちゃん、おばあちゃんの姿を見た

り、話をしたりすると私の方まで元気をもらえます。

　そんな高齢者の方が、楽しく居心地が良いと思えるよ

うな環境、設備を充実させてもらいたいです。そして、

笛吹市全体がそれぞれの特色を活かしながら活性化する

ことを願っています。 野中　涼さん
（一宮地区成人式実行委員長）

　去年の12月、衆議院選挙で自民党が大勝しました。こ

れが今の日本国民の声なのだと思います。その約2カ月前、

笛吹市長選挙の結果倉嶋新市長が誕生しました。これが

今の笛吹市民の声なのだと思います。

　そんな私たち笛吹市民の声を倉嶋市長がどのように受

けとめ、どのような市づくりをしていくのか、一市民と

して期待しています。

みつしろ

　成人式は実行委員会で企画、運営しています。今回、各会場で実行委

員などを務める方々に「市に期待すること、貢献したいこと」をテーマ

にコメントを、また色紙に「二十歳の抱負」を書いていただきました。



　平成24年分「所得税」の確定申告と平成25年度分「住

民税」の申告相談および受付が始まります。

　今年度からは、特に行政区等の指定はありませんので

期間内に申告を行ってください。

　日曜確定申告会場を、2月24日（日）・3月3日（日）午前9

時～11時・午後1時～4時に市役所南館1階会場のみ開設

します。市内全域が対象です。

▼
確
定
申
告
上
の
注
意
点

○
申
告
に
は
印
鑑
が
必
要
に
な
り
ま
す

の
で
、
忘
れ
ず
に

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

○
申
告
し
て
所
得
税
の
還
付
が
出
る
方

は
、
還
付
先
の
口
座

番
号
（
本
人
名
義
）

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

○
給
与
収
入
の
あ
る
方
は
源
泉
徴
収
票

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
ま
た
事
業
収

入
・
不
動
産
収
入
の
あ
る
方
は
収
支

の
内
訳
を
あ
き
ら
か
に
し
て
申
告
会

場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
e
―
T
a
x
作
成
コ
ー
ナ
ー
を
市
役

所
南
館
1
階
会
場
に
開
設
し
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
事

前
に
電
子
証

明
書
等
の
準

備
が
必
要
で

す
。

○
土
地
・
建
物
等
の
譲
渡
所
得
が
あ
る

方
は
、
直
接
税
務
署
で
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。
確

定
申
告
書
作

成
指
導
会
場

「
夢
わ
ー
く

山
梨
」
（
勤
労

者
福
祉
セ
ン

タ
ー
）
旧
山

梨
市
役
所
隣

○
申
告
し
た
内
容
は
、
国
民
健
康
保
険

税
・
介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
等
の
保
険
料
の
算
定
や
負

担
区
分
の
判
定
な
ど
に
必
要
な
賦
課

資
料
に
な
り
ま
す
。

○
申
告
不
要
の
上
場
株
式
の
配
当
ま
た

は
譲
渡
所
得
が
あ
っ
た
方
は
、
申
告

を
す
る
と
所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
国
民
健
康
保
険

税
・
介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
な
ど
の
保
険
料
の
算
定
や

負
担
区
分
の
判
定

な
ど
に
お
け
る
所

得
金
額
に
算
入
さ

れ
ま
す
。

※石和会場を除く会場は、受付期間を限定させていただきました。

※各会場の受付期間をご確認の上、ご来場いただけますようお願いします。

※お住まいの地域に関係なく、どこの会場でも受付は可能です。

※住民税申告につきましては、開催日以外でも受け付けします。

■問合せ先　・税務課　市民税担当　　　　☎�055(262)4111

　　　　　　・山梨税務署　個人課税部門　☎�0553(22)1411

確定申告の相談受付につきまして、以下のとおり受付日程の変更を行います。

ご不便をお掛けする点もございますが、ご理解とご協力をお願いします。

　受付時間　午前9時～11時　午後１時～４時▼

月　日

2月18日

2月19日

2月20日

2月21日

2月22日

2月24日

2月25日

2月26日

2月27日

2月28日

3月1日

3月3日

3月4日

3月5日

3月6日

3月7日

3月8日

3月11日

3月12日

3月13日

3月14日

3月15日

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

石和町

市役所南館1Ｆ

会 　 場

開　催

開　催

開　催

開　催

開　催

日曜開催

開　催

開　催

開　催

開　催

開　催

日曜開催

開　催

開　催

開　催

開　催

開　催

開　催

開　催

開　催

開　催

開　催

御坂町

御坂支所

開　催

開　催

開　催

開　催

開　催

開　催

開　催

開　催

開　催

開　催

一宮町

一宮支所

開　催

開　催

開　催

開　催

開　催

開　催

開　催

開　催

開　催

開　催

八代町

八代支所

開　催

開　催

開　催

開　催

開　催

開　催

開　催

開　催

開　催

開　催

開　催

開　催

開　催

開　催

開　催

境川町

境川防災
センター

開　催

開　催

開　催

開　催

開　催

開　催

開　催

開　催

開　催

開　催

春日居町

春日居支所

開　催

開　催

開　催

開　催

開　催

開　催

開　催

開　催

開　催

開　催

芦川町

芦川支所

※
芦
川
地
区
の
住
民
税
申
告
に
つ
き
ま
し
て
は
、
後
日
チ
ラ
シ
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。



　
平
成
23
年
分
以
後
の
各
年
分
に
つ
い

て
、
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
の
合
計

額
が
4
0
0
万
円
以
下
で
、
か
つ
、
公

的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
以
外
の
所
得

金
額
が
20
万
円
以
下
で
あ
る
場
合
に
は
、

所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
必
要
が
な

く
な
り
ま
し
た
。

▼
こ
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
所
得
税
の

還
付
を
受
け
る
た
め
の
確
定
申
告
書

を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
所
得
税
の
確
定
申
告
が
必
要
な
い
場

合
で
あ
っ
て
も
、
住
民
税
の
申
告
が

必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　平成22年度の税制改正において、生命保険料

控除が次のとおり改正されました。この改正は

平成24年分の所得税の確定申告から適用されます。

　平成24年1月1日以後に締結した保険契約等に

係る保険料と平成23年12月31日以前に締結した

保険契約等に係る保険料では、生命保険料控除

の取り扱いが異なります。

　なお、保険期間が5年未満の生命保険等の中に

は、控除の対象とならないものもあります。

■問合せ先　・税務課　市民税担当　　　　☎�055（262）4111
　　　　　　・山梨税務署　個人課税部門　☎�0553（22）1411

【最高12万円】

【新契約】

新生命保険料控除
（最高4万円）
（遺族保障等）

介護医療保険料控除
（最高4万円）

（介護保障、医療保障）

新個人年金保険料控除
（最高4万円）

（老後保障）

新契約と旧契約の双方につ
いて控除の適用を受ける場
合は合計で最高4万円

【旧契約】
旧生命保険料控除

（最高5万円）
（遺族保障、介護保障、医療保障等）

旧個人年金保険料控除
（最高5万円）

（老後保障）

　平成24年１月１日以後に締結した保険
契約等に基づく新生命保険料、介護医療
保険料、新個人年金保険料の控除額は、
それぞれ右の表の計算式に当てはめて計
算した金額です。

①�新契約（平成24年1月1日以後に締結した保険契約等）に基づく場合の控除額

　新契約と旧契約の双方に加入している
場合の新（旧）生命保険料または新（旧）
個人年金保険料は、生命保険料または個
人年金保険料の別に、右のいずれかを選
択して控除額を計算することができます。

　①～③による各控除額の合計額が生命保険料控除額となります。なお、この合計額が12万円を超え
る場合には、生命保険料控除額は12万円となります。

③�新契約と旧契約の双方に加入している場合の控除額

　平成23年12月31日以前に締結した保険
契約等に基づく旧生命保険料と旧個人年
金保険料の控除額は、それぞれ右の表の
計算式に当てはめて計算した金額です。

②�旧契約（平成23年12月31日以前に締結した保険契約等）に基づく場合の控除額

④�生命保険料控除額

●いわゆる第三分野とされる保険（医療保険や介護保険）の保険料も、旧生命保険料となります。

新契約と旧契約の双方につ
いて控除の適用を受ける場
合は合計で最高4万円

年間の支払保険料等

20,000円以下

20,000円超　40,000円以下

40,000円超　80,000円以下

80,000円超

控�除�額

支払保険料等の全額

支払保険料等×1/2＋10,000円

支払保険料等×1/4＋20,000円

一律40,000円

年間の支払保険料等

25,000円以下

25,000円超　50,000円以下

50,000円超　100,000円以下

100,000円超

控�除�額

支払保険料等の全額

支払保険料等×1/2＋12,500円

支払保険料等×1/4＋25,000円

一律50,000円

適用する生命保険料控除

新契約のみ生命保険料控除を適用

旧契約のみ生命保険料控除を適用

控�除�額

新契約と旧契約の双方につ
いて生命保険料控除を適用

①�に基づき算定した控除額

②�に基づき算定した控除額

①に基づき算定した新契約の控除額と
②に基づき算定した旧契約の控除額の
合計額（最高4万円）

　
平
成
23
年
11
月
に
山
梨
交
通

の
路
線
バ
ス

「
勝
沼
〜
田
中
〜
甲
府
駅
線
」
が
廃
止
さ
れ
た

こ
と
に
よ
る
沿
線
の
皆
さ
ん
の
ご
不
便
を
解
消

す
る
た
め
、
市
営
「
一
宮
循
環
バ
ス
」
で
は
、

4
月
1
日
か
ら
運
行
ル
ー
ト
を
一
部
変
更
す
る

と
と
も
に
、
停
留
所
を
9
カ
所
増
や
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
変
更
に
伴
い
時
刻
表
が
改
正
さ
れ

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
新
し
い
時
刻
表
は
、
2
月
下
旬
、
沿
線
の
皆

さ
ん
に
お
届
け
し
ま
す
。

一宮循環バスの主な変更内容

●日川橋南詰交差点～笛吹橋間に停留所を増設
　廃止された山梨交通路線バスの停留所跡地を利用して、「田中」、「大岳山入口」、「桃

園入口」、「笛吹橋東詰」の停留所を新たに設置します。

●笛吹橋～石和温泉駅間の運行ルートを市部通り経由に変更
　笛吹橋～石和温泉駅間の運行ルートを、これまでの春日居経由から国道411号（市部

通り）～県道石和温泉停車場線（駅前通り）経由に変更し、「笛吹橋西」、「中島入口」、「八

田入口」、「鵜飼山」、「石和八幡宮」の停留所を新たに設置します。

●時刻表の改正
　上記の変更に伴い、時刻表が改正になります。

デマンドタクシーの主な変更内容

●運行便数を一日10便に増加
　運行便数が、これまでの一日８便（往復各4便）から一
日10便（往復各５便）に増えます。

●運行区域の拡大
　ふじみルート（石和町富士見地区～石和温泉駅）では、
運行区域を石和町向田地区に拡大します。

●時刻表の改正
　上記の変更に伴い、時刻表が改正になります。

市営一宮循環バス

　
平
成
24
年
4
月
か
ら
本
格

運
行
を
開
始
し
た
予
約
制
乗

合
交
通
「
笛
吹
市
デ
マ
ン
ド

タ
ク
シ
ー
（
み
さ
か
ル
ー
ト
・

ふ
じ
み
ル
ー
ト
）
」
で
は
、

4
月
1
日
か
ら
、
一
日
の
運

行
便
数
を
こ
れ
ま
で
の
8
便

か
ら
10
便
に
増
や
し
て
、
利

用
者
の
利
便
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
ふ
じ
み
ル
ー
ト
で
は
、

運
行
区
域
を
石
和
町
向
田
地

区
に
拡
大
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
変
更
に
伴
い
時

刻
表
が
改
正
に
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
新
し
い
時
刻
表
は
、
2
月

下
旬
、
利
用
登
録
者
お
よ

び
沿
線
の
皆
さ
ん
に
お
届

け
し
ま
す
。

■問合せ先　経営企画課　経営政策担当　☎�055（262）4111

㈱



　
平
成
25
年
4
月
1
日
か
ら
子
ど
も
す

こ
や
か
医
療
費
の
助
成
対
象
年
齢
を
、

現
在
の
小
学
6
年
生
か
ら
中
学
3
年
生

（
15
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
3

月
31
日
）
ま
で
に
拡
大
し
ま
す
。

　
新
た
に
対
象
と
な
る
方
（
新
中
学
2

年
生
、
3
年
生
の
お
子
さ
ん
）
が
助
成

を
受
け
る
に
は
受
給
者
証
の
交
付
の
手

続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
該
当
の
方

に
は
後
日
通
知
を
送
付
し
ま
す
の
で
必

ず
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

新
た
に
対
象
と
な
る
方
（
新
中
学

2
年
生
と
新
中
学
3
年
生
の
方
）

　
該
当
の
方
に
は
2
月
中
旬
に
お
知
ら

せ
と
申
請
書
を
お
送
り
し
ま
す
。
申
請

書
が
届
き
ま
し
た
ら
次
の
と
お
り
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
申
請
時
期
　
2
月
12
日
〜
3
月
中
旬

ま
で

▼
申
請
場
所
　
市
役
所
児
童
課
（
石
和

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
1
階
）
ま
た
は

各
支
所

▼
必
要
書
類

○
送
付
さ
れ
た
申
請
書

○
対
象
者
（
お
子
さ
ん
）
の
保
険
証

○
振
込
口
座
の
分
か
る
も
の
（
保
護
者

名
義
の
も
の
）

○
印
鑑

※
申
請
し
て
い
た
だ
い
た
方
の
受
給
者

証
は
3
月
末
に
郵
送
し
ま
す
。

現
在
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方
（
0

歳
か
ら
新
中
学
1
年
生
ま
で
の
方
）

　
助
成
対
象
年
齢
の
拡
大
に
伴
う
手
続

き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
3
月
下
旬

に
中
学
3
年
生
ま
で
の
有
効
期
間
が
入

っ
た
新
し
い
受
給
者
証
を
お
送
り
し
ま

す
の
で
、
4
月
に
な
り
ま
し
た
ら
新
し

い
受
給
者
証
を
使
用
す
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

※
現
在
お
持
ち
の
子
ど
も
す
こ
や
か
医

療
費
助
成
金
受
給
資
格
者
証
は
平
成

25
年
3
月
31
日
で
使
用
で
き
な
く
な

り
ま
す
。
4
月
に
な
り
ま
し
た
ら
古

い
受
給
者
証
は
必
ず
破
棄
し
て
新
し

い
受
給
者
証
を
使
用
す
る
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

　
平
成
25
年
4
月
か
ら
重
度
心
身
障
害

者
医
療
費
・
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助

成
金
の
受
給
資
格
の
あ
る
お
子
さ
ん
の

入
院
時
の
食
事
療
養
費
も
、
小
学
6
年

生
か
ら
中
学
3
年
生
ま
で
拡
大
し
ま
す
。

入
院
時
の
食
事
療
養
費
に
つ
き
ま
し
て

は
、
助
成
対
象
で
す
が
窓
口
無
料
に
な

り
ま
せ
ん
の
で
担
当
窓
口
で
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

※
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
・
ひ
と
り

親
家
庭
医
療
費
の
受
給
者
証
を
お
持

ち
の
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
回
の

年
齢
拡
大
に
よ
る
受
給
者
証
の
交
換

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
問
合
せ
先

・
子
ど
も
す
こ
や
か
医
療
費
、
ひ
と
り

親
家
庭
医
療
費
に
つ
い
て

　
児
童
課
　
児
童
家
庭
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
4

・
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
に
つ
い
て

　
福
祉
総
務
課
　
障
害
福
祉
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
1
2
7
1

　
68
歳
・
69
歳
で
、
属
す
る
世
帯
の
世

帯
員
全
員
が
市
民
税
非
課
税
の
方
を
対

象
に
実
施
し
て
い
る
医
療
費
の
助
成
制

度
が
、
平
成
25
年
3
月
31
日
限
り
で
廃

止
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
激
変
緩
和
の

た
め
経
過
措
置
を
設
け
て
い
ま
す
が
、

制
度
廃
止
後
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り

で
す
。

▼
か
な
り
以
前
に
診
療
を
受
け
た
分
の

申
請
を
忘
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
廃

止
前
に
か
か
っ
た
医
療
費
は
申
請
す

る
と
助
成
さ
れ
ま
す
か
。

　
　
　
　
　
　
　
←

　
廃
止
以
前
に
老
人
医
療
費
受
給
者

証
を
お
持
ち
に
な
っ
て
い
た
方
で
あ

れ
ば
、
診
療
を
受
け
た
日
か
ら
起
算

し
て
、
2
年
間
は
受
け
付
け
し
ま
す
。

▼
申
請
方
法
に
変
更
は
あ
り
ま
す
か
。

　
　
　
　
　
　
　
←

　
申
請
方
法
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

ご
本
人
の
印
鑑
と
医
療
機
関
か
ら
発

行
さ
れ
た
領
収
書
、
預
貯
金
の
口
座

番
号
が
分
か
る
も
の
を
持
参
の
う
え
、

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
国
民
健
康
保
険
課

　
高
齢
者
医
療
・
年
金
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
久
保
田
克
己
氏
（
60
歳
）
が
、
平
成
24

年
市
議
会
第
4
回
定
例
会
に
お
い
て
同

意
さ
れ
、
平
成
25
年
1
月
1
日
、
新
た

に
副
市
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

▼
久
保
田
副
市
長
の
略
歴

　
昭
和
27
年
生
ま
れ
　
昭
和
48
年
山

梨
県
職
員
に
採
用

　
以
降
、
市
町
村
課
長
、
商
工
労
働

部
次
長
、
議
会
事
務
局
次
長
、
人
事

委
員
会
事
務
局
長
な
ど
を
歴
任

　
中
川
啓
次
氏
、
小
林
始
氏
が
新
し
く

監
査
委
員
と
し
て
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

▼
新
た
な
監
査
委
員
の
構
成
（
敬
称
略
）

代
表
監
査
委
員

古
屋
　
眞
彦
（
一
宮
町
一
ノ
宮
）

監
査
委
員

中
川
　
啓
次
（
石
和
町
中
川
）

小
林
　
　
始
（
御
坂
町
大
野
寺
）

▼経過措置期間
平成25年4月1日から平成27年3月31日まで

項　目

対象者
（右の全てに当て
はまる方が対象で
す）

受給者証交付

助 成 の 対 象 と な
る診療期間

未 申 請 の 診 療 分
が あ っ た 場 合 の
受付期間

摘　要

○昭和20年3月31日以前生まれで、属
する世帯の世帯員全員が市民税非課
税の方

○平成25年3月31日時点で老人医療費
受給者証の交付を受けている方

○70歳に達する日の属する月の末日ま
での年齢の方

経過措置期間中は、上記対象者に限り
更新できます。
国民健康保険課窓口へご相談ください。

対象者ごとに終期は異なりますが、最
長で平成27年3月31日診療分まで

診療を受けた日から起算して2年間
※制度廃止前の未申請の診療分も同様



　
ハ
ウ
ス
桃
園

で
美
し
い
桃
の

花
の
お
花
見
を

楽
し
み
な
が
ら
、

ゆ
っ
た
り
の
ん

び
り
し
ま
せ
ん
か
。

開
園
初
日
は
入

園
無
料
で
、
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
イ

ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

▼
日
時
　
2
月
14
日
（
木
）
〜
3
月
中
旬

　
（
最
終
日
は
開
花
状
況
に
よ
り
ま
す
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

▼
受
付
場
所

　
J
A
ふ
え
ふ
き
富
士
見
直
売
所

※
予
約
な
し
で
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

す
が
、
団
体
の
方
は
事
前
に
ご
予
約

く
だ
さ
い
。

▼
入
園
料
　
1
人
5
0
0
円
、
団
体
1

人
3
0
0
円
（
10
人
以
上
）
、
小
学

生
以
下
無
料

○
時
間
制
限
な
し
、
桃
果
汁
1
0
0
%

ジ
ュ
ー
ス
付
き
（
2
月
14
日
は
付
き

ま
せ
ん
）

▼
注
意
事
項

○
飲
食
物
の
持
ち
込
み
は
自
由
で
す
が
、

火
気
の
使
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

○
机
、
イ
ス
、
シ
ー
ト
、
仮
設
ト
イ
レ

は
会
場
に
ご
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

○
弁
当
・
オ
ー
ド
ブ
ル
・
飲
物
の
出
前

が
可
能
で
す
。

○
花
を
摘
ん
だ
り
、
枝
を
折
っ
た
り
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。

○
ゴ
ミ
の
お
持
ち
帰
り
に
ご
協
力
願
い

ま
す
。

■
問
合
せ
先

○
開
催
期
間
前

・
J
A
ふ
え
ふ
き
富
士
見
支
所

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
2
1
5
8

・
観
光
商
工
課

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

○
開
催
期
間
中

・
J
A
ふ
え
ふ
き
富
士
見
直
売
所

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
3
8
5
3

　
「
ひ
な
段
飾
り
」
「
楊
貴
妃
」
「
享
保

ひ
な
」
な
ど
市
内
の
旧
家
か
ら
寄
贈
さ

れ
た
歴
史
あ
る
ひ
な
人
形
を
、
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
2
月
14
日
（
木
）
〜
4
月
８
日

（
月
）
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

※
休
館
日
　
毎
週
火
曜
日

▼
場
所
　
八
田
家
書
院

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
6
1
1
1

▼
料
金

　
一
　
　
般�

�2
0
0
円

　
20
歳
未
満�

�1
0
0
円

■
問
合
せ
先
　
文
化
財
課

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
4
2

健
康
講
座
「
ア
ロ
マ
体
験
」

　
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
の
基
礎
知
識
や
利

用
法
な
ど
を
学
び
、
ア
ロ
マ
オ
イ
ル
を

ブ
レ
ン
ド
し
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
香
り
作

り
を
体
験
し
ま
す
。

▼
日
時
　
3
月
9
日
（
土
）

　
受
付
　
午
前
9
時
か
ら

　
開
催
　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

▼
場
所
　
金
川
の
森
管
理
事
務
所

▼
講
師
　

　
長
澤
江
里
氏
（
住
吉
病
院
看
護
長
）

▼
定
員
　
30
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
3
0
0
円

▼
持
ち
物
　
筆
記
用
具

▼
申
込
受
付

　
2
月
9
日
（
土
）
午
前
9
時
か
ら

し
い
た
け
植
菌
体
験
教
室

　
地
元
産
の
原
木
を
使
っ
て
シ
イ
タ
ケ

種
菌
の
植
菌
作
業
体
験
と
栽
培
方
法
を

学
び
ま
す
。
植
菌
し
た
原
木
を
2
本
持

ち
帰
り
で
き
ま
す
。

▼
日
時
　
3
月
16
日
（
土
）

○
午
前
の
部
　
・
受
付
　
午
前
9
時

・
開
催
　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

○
午
後
の
部
　
・
受
付
　
午
後
1
時

・
開
催
　
午
後
1
時
30
分
〜
4
時

▼
場
所
　
金
川
の
森
管
理
事
務
所
前

※
雨
天
の
場
合
は
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
ホ
ー
ル
で
行
い
ま
す
。

▼
講
師

　
弦
間
和
仁
氏
（
弦
間
林
業
代
表
）

▼
定
員
　
午
前
・
午
後
の
部

　
各
40
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
8
0
0
円
（
材
料
費
）

▼
服
装
・
持
ち
物

　
作
業
し
や
す
い
服
装
、
軍
手

▼
申
込
受
付

　
2
月
16
日
（
土
）
午
前
9
時
か
ら

▼
申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
窓
口
に
て

受
け
付
け
ま
す
。

※
各
イ
ベ
ン
ト
の
申
し
込
み
は
、
本
人

ま
た
は
保
護
者
に
限
り
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
森
林
公
園
金
川
の
森
管
理
事
務
所

　
☎
0
5
5
3
（
4
7
）
2
8
0
5

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
国
民
皆
保
険
制
度
を
根
底
で
支
え
つ
づ
け
て
い

る
国
民
健
康
保
険
（
以
下
「
国
保
」
）
の
制
度
や
笛
吹
市
の
現
状
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。
医
療
費
と
健
康
に
つ
い
て
、
一
緒
に
考
え

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ
先
　
国
民
健
康
保
険
課
　
☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

　　
慢
性
腎
臓
病
は
英
語
で
は
C
K
D

（C
h

r
o

n
ic

　K
id

n
e

y

　D
is

e
a

s
e

）

と
言
わ
れ
て
お
り
日
本
人
の
成
人
の
8

人
に
1
人
が
罹
患
し
て
い
る
と
い
う
頻

度
の
高
い
病
気
で
す
。

　
笛
吹
市
に
当
て
は
め
る
と
3
〜
4
世

帯
に
1
人
は
慢
性
腎
臓
病
患
者
さ
ん
が

い
ま
す
。
慢
性
腎
臓
病
は
全
国
的
に
も

高
血
圧
や
糖
尿
病
に
次
い
で
頻
度
の
高

い
病
気
で
す
。
重
く
な
る
と
透
析
に
な

る
訳
で
す
が
、
透
析
患
者
は
日
本
人
の

４
８
０
人
に
1
人
の
割
合
で
す
。
透
析

医
療
費
も
莫
大
で
す
し
、
透
析
に
行
き

着
く
前
に
亡
く
な
っ
た
り
腎
不
全
で
困

っ
て
い
る
人
が
沢
山
い
る
事
も
問
題
で
す
。

悪
く
し
な
い
事
が
一
番
大
事

　
慢
性
腎
臓
病
は
生
活
習
慣
病
（
糖
尿

病
、
高
血
圧
、
肥
満
、
高
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
血
症
）
が
原
因
の
多
く
を
占
め
て

い
ま
す
。
腎
臓
の
働
き
は
一
度
悪
く
な

る
と
元
に
戻
す
特
効
薬
が
あ
り
ま
せ
ん
。

『
悪
く
し
な
い
事
』
が
一
番
大
事
で
す
。

そ
こ
で
、
慢
性
腎
臓
病
の
予
防
は
生
活

習
慣
病
の
是
正
と
共
に
早
期
発
見
、
早

期
治
療
と
い
う
事
に
尽
き
ま
す
。

特
定
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
慢
性
腎
臓
病
の
早
期
発
見
に
は
二
つ

の
検
査
が
必
要
で
す
。
尿
蛋
白
と
ｅ
Ｇ

Ｆ
Ｒ
（
イ
ー
ジ
ー
エ
フ
ア
ー
ル
＝
血
液

の
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
を
も
と
に
し
て
計
算

さ
れ
腎
臓
の
働
き
を
表
す
値
）
で
す
。

笛
吹
市
の
特
定
健
診
に
は
ク
レ
ア
チ
ニ

ン
が
追
加
項
目
と
し
て
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
が
進
ん
で
特
定
健
診
を
受

け
ら
れ
る
事
を
お
勧
め
し
ま
す
。
昔
は

蛋
白
尿
や
ｅ
Ｇ
Ｆ
Ｒ
を
医
療
関
係
者
が

十
分
に
理
解
し
て
い
な
い
場
合
が
あ
り
、

専
門
医
へ
の
受
診
が
遅
く
な
っ
て
対
策

が
後
手
に
回
る
事
も
あ
り
ま
し
た
。
現

在
は
そ
の
よ
う
な
事
も
非
常
に
少
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。

患
者
さ
ん
を
一
人
で
も
少
な
く

　
笛
吹
市
は
特
定
健
診
か
ら
慢
性
腎
臓

病
を
拾
い
上
げ
て
早
期
治
療
に
結
び
つ

け
る
シ
ス
テ
ム
作
り
を
医
師
会
の
協
力

を
得
な
が
ら
進
め
て
お
り
、
県
内
で
は

慢
性
腎
臓
病
対
策
の
一
番
進
ん
だ
市
町

村
で
す
。

　
山
梨
慢
性
腎
臓
病
対
策
協
議
会
は
医

師
、
看
護
師
、
保
健
師
、
薬
剤
師
、
栄

養
士
な
ど
に
よ
る
慢
性
腎
臓
病
を
予
防

す
る
た
め
の
会
で
す
が
、
笛
吹
市
に
協

力
さ
せ
て
い
た
だ
き
慢
性
腎
臓
病
の
患

者
さ
ん
を
一
人
で
も
少
な
く
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
平
成
25
年
度
の
国
民
健
康
保
険
証
発

行
の
と
き
、
国
民
健
康
保
険
税
に
未
納

が
あ
る
方
は
、
次
の
よ
う
な
扱
い
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

①
保
険
証
の
有
効
期
限
が
短
く
な
り
ま

す
。（
「
短
期
被
保
険
者
証
」
の
発
行
）

②
特
別
な
事
情
も
な
く
1
年
以
上
未
納

が
続
く
と
、
病
院
に
か
か
っ
た
時
、

医
療
費
が
い
っ
た
ん
全
額
負
担
に
な

る
場
合
（
「
資
格
者
証
」
の
発
行
）

が
あ
り
ま
す
。

③
限
度
額
認
定
証
の
発
行
が
で
き
ま
せ

ん
。

　
ど
う
し
て
も
納
付
が
難
し
い
時
は
、

滞
納
し
た
ま
ま
に
せ
ず
、
納
付
方
法
に

つ
い
て
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
現
在
、
国
民
健
康
保
険
税
が
期
限
内

に
納
め
ら
れ
て
い
な
い
世
帯
に
は
、
市

の
徴
収
員
が
自
宅
へ
訪
問
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

※
徴
収
員
は
身
分
証
明
書
を
必
ず
携
帯

し
て
い
ま
す
。
不
審
な
場
合
は
、
国

民
健
康
保
険
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
所
得
が
無
い
場
合
で
も
所
得
申
告
を

行
う
と
、
保
険
税
が
軽
減
さ
れ
た
り
、

医
療
費
の
自
己
負
担
限
度
額
が
低
く
な

っ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
所
得

が
無
く
、
誰
か
の
扶
養
に
と
ら
れ
て
い

な
い
場
合
は
、
必
ず
所
得
申
告
を
し
ま

し
ょ
う
。

※
自
己
負
担
限
度
額
や
保
険
税
の
軽
減

は
、
年
齢
や
世
帯
の
総
所
得
で
判
定

す
る
の
で
必
ず
し
も
減
額
と
は
な
ら

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

山梨慢性腎臓病対策協議会
代表　原口和貴�医師

り
か
ん

よ
う
き
ひ

き
ょ
う
ほ
う



ストライクターゲットストライクターゲット

フライング
ディスクゴルフ
フライング
ディスクゴルフ

　「コンテンポラリーダンスって何？」。国
内外で活躍する振付家・ダンサーの山田う
んが市に１週間滞在し、市内の小・中学校
等で出前公演を、スコレーセンターにおい
てワークショップや公演を行います。この
機会に「コンテンポラリーダンス」
を観て体験してみませんか。

Co.山田うんダンス公演
　日時　３月９日（土）

開場　午後１時30分
開演　午後２時

　場所　スコレーセンター集会室
　入場料　大人1,000円、高校生以下500

円（全席自由）

山田うんワークショップ
　対象　小学生以上で、原則2日間参加で

きる方（１日でも可）
　日時　3月5日（火）、7日（木）
　　　　午後７時～９時
　場所　スコレーセンター集会室
　参加料　１人1,000円（３月９日の公演

チケット付き）
　助成　財団法人地域創造

　

大

人

気

の

地

元

ビ

ッ

グ

バ

ン

ド

に

よ

る

コ

ン

サ

ー

ト

で

す

。

大

人

の

ジ

ャ

ズ

を

存

分

に

お

楽

し

み

く

だ

さ
い
。

▼
日
時
　
3
月
17
日
（
日
）

開
場
　
午
後
1
時
30
分

開
演
　
午
後
2
時

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
曲
目
　
フ
ラ
イ
・
ミ
ー
・
ト
ゥ
ー
・

ザ
・
ム
ー
ン
、
ス
ィ
ン
グ
し
な
け
り

ゃ
意
味
無
い
ね
、
シ
ン
グ
・
シ
ン
グ
・

シ
ン
グ
　
ほ
か
　

▼
入
場
料
　
無
料

※
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し
て
い

る
入
場
整
理
券

　
が
必
要
で
す
。

■
問
合
せ
先
　
（
公
財
）
ふ
え
ふ
き
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

　
☎
0
5
5
（
2
6
3
）
7
9
5
9

　　
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
で
は
、
「
健

康
づ
く
り
！
と
楽
し
い
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
！
」
を
テ
ー
マ
に
、
ふ
れ
あ
い
ス
ポ

ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
　
2
月
24
日
（
日
）

　
受
付
�

午
前
8
時
30
分

�
開
会
�

午
前
9
時

▼
場
所
　
清
流
公
園
芝
生
広
場

▼
申
込
期
間
　
2
月
1
日
（
金
）
〜
19
日

（
火
）
　
平
日
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

※
申
込
方
法
等
、
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
生
涯
学
習
課
　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
3
8

　
ま
た
は
各
支
所

▼
日
時
　
3
月
2
日
（
土
）
小
雨
決
行

○
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

・
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ス
ポ
ー
ツ
公
園

　
受
付
　
午
前
8
時
30
分

　
開
会
　
午
前
9
時

○
雨
宮
知
子
童
謡
コ
ン
サ
ー
ト

・
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ
い
文
化
館

受
付
�

午
後
0
時
30
分

　
開
演
�

午
後
1
時

▼
参
加
費
　
合
わ
せ
て
1
0
0
0
円
（
中

学
生
以
下
は
無
料
）

※
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
　
田
辺

　
☎
0
5
5
3
（
2
6
）
2
0
2
2

■申込・問合せ先　（公財）ふえふき
　文化・スポーツ振興財団
　☎�055（263）7959

山田うんプロフィール
　ダンサー。振付家。ダ

ンスカンパニーCo.山田

うん主宰。カンパニー作

品、ソロ作品共に国内外

での舞台公演や劇場外で

のパフォーマンスをこれ

までに国内27都市、海外12カ国20都市

で多数行っている。

　
4
月
か
ら

市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
広
告

掲
載
を
希
望

す
る
事
業
者

を
募
集
し
ま

す
。

▼
掲
載
期
間
　
平
成
25
年
4
月
1
日
〜

平
成
26
年
3
月
31
日

▼
掲
載
ペ
ー
ジ
・
掲
載
料
（
年
額
）

○
市
政
・
暮
ら
し
・
事
業
者
　
各
7
万
円

○
観
光
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
10
万
円

▼
提
出
書
類

○
「
有
料
広
告
掲
載
申
込
書
」
（
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
ま
た

は
経
営
企
画
課
で
配
布
）

○
添
付
書
類
（
事
業
内
容
が
わ
か
る
書

類
、
リ
ン
ク
先
の
ペ
ー
ジ
の
コ
ピ
ー
、

バ
ナ
ー
の
原
案
）

▼
申
込
受
付
期
間
　
2
月
1
日
（
金
）
〜

15
日
（
金
）（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

▼
受
付
場
所

経
営
企
画
課
広
聴
広
報
担
当
（
本
庁

舎
2
階
・
受
付
は
持
参
の
み
）

■
問
合
せ
先

　
経
営
企
画
課
　
広
聴
広
報
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
初
心
者
か
ら
上
級
者
の
た
め
の
ス
ノ

ー
ボ
ー
ド
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象
　
12
歳
以
上
で
市
内
在
住
ま
た

は
市
内
に
在
勤
し
て
い
る
方
（
中
学

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

▼
日
時
　
3
月
3
日
（
日
）

○
集
合
時
間
　
午
前
7
時

▼
場
所

○
集
合
　
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ス
ポ
ー

ツ
公
園
体
育
館
　
北
側
駐
車
場

○
開
催
　
し
ら
か
ば
2
in
1
ス
キ
ー
場

▼
定
員
　
20
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
3
0
0
0
円
（
交
通
費
、

レ
ッ
ス
ン
料
、
保
険
代
等
）

※
リ
フ
ト
代
、
レ
ン
タ
ル
代
は
別
途
必

要
で
す
。

▼
申
込
期
間
　
2
月
22
日
（
金
）
ま
で

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

※
都
合
に
よ
り
参
加
で
き
な
く
な
っ
た

場
合
は
、
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

○
市
体
育
協
会
事
務
局

　
☎
0
5
5
（
2
6
3
）
7
9
5
9

○
市
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
協
会

・
一
宮
支
部
　
雨
宮

　
☎
0
9
0
│
3
0
8
7
│
0
0
3
0

・
春
日
居
支
部
　
海
野

　
☎
0
9
0
│
3
0
9
5
│
0
1
4
3

　
弓
道
を
体
験
し
て
み
た
い
と
い
う
方

や
経
験
者
も
大
歓
迎
。
弓
道
部
の
部
員

が
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
指
導
し
、
最
終
日

に
は
参
加
者
全
員
が
、
28
m
先
の
的
に

向
か
っ
て
、
矢
を
離
す
こ
と
を
目
指
し

ま
す
。
一
日
だ
け
体
験
し
た
い
方
も
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
　
小
学
3
年
生
以
上
の
市
内
在

住
ま
た
は
、
在
勤
の
方

▼
日
時
　
3
月
5
日
（
火
）
〜
13
日
（
水
）

の
8
日
間
　
午
後
7
時
〜
9
時

※
11
日
（
月
）
は
お
休
み
。

▼
場
所
　
石
和
清
流
館
弓
道
場

▼
申
込
方
法
　
住
所
、
氏
名
、
連
絡
先

を
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
て
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他

○
道
具
は
す
べ
て
貸

　
し
出
し
し
ま
す
。

○
服
装
は
体
育
着
な
ど
で
お
願
い
し
ま
す
。

▼
主
催
　
石
和
町
弓
道
部

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
生
涯
学
習
課
　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
担
当

☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
3
8

℻
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
4
0

　
ス
マ
ホ
っ
て
何
？
購
入
し
た
い
け
ど

使
い
方
が
分
か
ら
な
い
、
と
悩
ん
で
る

方
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
（A

n
d

r
o

id

端
末
）
の
ビ
ジ

ネ
ス
活
用
教
室
も
同
時
開
催
し
ま
す
。

営
業
活
動
に
ス
マ
ホ
を
活
用
し
、
業
務

の
効
率
化
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時

　
2
月
17
日
（
日
）

　
午
後
3
時
〜
5
時

▼
場
所
　
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ

い
文
化
館
　
和
室
1
・
2

▼
定
員
　
20
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
申
込
方
法
　
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
い
ち
の
み
や
桃

の
里
ふ
れ
あ
い
文
化
館

　
☎
0
5
5
3
（
4
7
）
6
0
6
6

　
放
送
大
学
で
は
平
成
25
年
度
第
1
学

期
（
4
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
中
で
す
。

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
通
信
制

の
大
学
で
す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・

歴
史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広

い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

　
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。
放
送
大
学

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
出
願
期
間
　
2
月
28
日
ま
で

■
問
合
せ
先

　
放
送
大
学
山
梨
学
習
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
5
5
（
2
5
1
）
2
2
3
8

広告掲載イメージ
《観光》ページの例
※広告は右上に表示されます。



　
社
会
人
と
し
て
の
心
構
え
、
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ナ
ー
、
仕
事
の
進
め
方
な
ど
を
学

び
ま
す
。

▼
対
象
　
4
月
か
ら
新
入
社
員
と
な
る

方
▼
日
程
　
3
月
21
日
（
木
）・
22
日
（
金
）

の
2
日
間

※
事
業
所
で
の
申
し
込
み
も
可
能
で
す
。

申
込
方
法
な
ど
詳
細
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
県
立
就
業
支
援
セ
ン
タ

ー
（
甲
府
市
塩
部
4
│
5
│
28
）

　
☎
0
5
5
（
2
5
1
）
3
2
1
0

　
精
神
科
医
師
・
精
神
保
健
福
祉
相
談

員
・
保
健
師
に
よ
る
こ
こ
ろ
の
健
康
相

談
を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象
　
こ
の
よ
う
な
お
悩
み
を
お
持

ち
の
方
ま
た
は
家
族
の
方

○
夜
眠
れ
な
い
　
○
イ
ラ
イ
ラ
す
る

○
妊
娠
や
育
児
を
通
し
て
不
安
が
強
い

○
人
の
名
前
な
ど
を
し
ば
し
ば
思
い
出

せ
な
い

○
自
分
の
部
屋
に
閉
じ
こ
も
っ
て
し
ま

う
○
外
出
し
た
り
、
人
と
会
う
の
が
お
っ

く
う
に
な
っ
た
　
○
身
な
り
を
気
に

し
な
く
な
っ
た

○
今
ま
で
好
き
だ
っ
た
こ
と
へ
の
興
味

や
関
心
が
な
く
な
っ
た

○
以
前
よ
り
ひ
ど
く
怒
り
っ
ぽ
く
な
っ

た
　
な
ど

▼
日
時
　
3
月
11
日
（
月
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
4
時

※
完
全
予
約
制
。
1
人
の
相
談
時
間
は

約
30
分
程
度
と
な
り
ま
す
。

▼
場
所
　
石
和
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
　

3
階
　
診
察
室

▼
担
当
医
　
根
本
直
幸
氏
（
あ
お
ぞ
ら

診
療
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

▼
申
込
期
日
　
3
月
6
日
（
水
）
ま
で

▼
申
込
方
法
　
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
健
康
づ
く
り
課
　
健
康
企
画
担
当
　

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
1

　
前
回
9
月
の
教
室
で
は
、
3
分
の
1

の
参
加
者
が
、
禁
煙
に
成
功
し
て
い
ま

す
。

　
禁
煙
し
よ
う
か
迷
っ
て
い
る
方
、
禁

煙
に
何
度
か
ト
ラ
イ
し
て
い
る
が
成
功

し
な
い
方
、
禁
煙
に
興
味
が
あ
る
方
、

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
『
禁
煙
教
室
』
に
申

し
込
ん
で
、
禁
煙
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま

せ
ん
か
。

▼
対
象
　
禁
煙
に
関
心
が
あ
る
市
民

▼
日
時
　
2
月
24
日
（
日
）

　
午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
場
所
　
石
和
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
講
師
　
三
枝
芳
樹
氏
（
三
枝
ク
リ
ニ

ッ
ク
院
長
）

▼
内
容

○
呼
気
中
の
一
酸
化
炭
素
濃
度
測
定

○
喫
煙
や
受
動
喫
煙
に
よ
る
健
康
被
害

へ
の
影
響
と
防
止
策
に
つ
い
て

○
禁
煙
の
方
法
と
効
果
に
つ
い
て

○
禁
煙
サ
ポ
ー
ト
ツ
ー
ル
の
展
示
や
禁

煙
外
来
の
紹
介

▼
定
員
　
20
人
（
先
着
順
）

▼
申
込
期
日
　
2
月
15
日
（
金
）
ま
で

▼
申
込
方
法
　
電
話

で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
健
康
づ
く
り
課
　
成
人
保
健
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
1

　
平
成
24
年
12
月
1
日
付
け
で
、
次
の

方
に
民
生
委
員
児
童
委
員
に
ご
就
任
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
田
口�

勲�

氏
（
一
宮
町
千
米
寺
地
区
）

■
問
合
せ
先

　
福
祉
総
務
課
　
福
祉
総
務
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
1
2
7
1

　うつ病と５年間闘ったwatariさんに、ど

のようにして克服していったかお話してい

ただきます。

　日時　２月６日（水）

受付　午後１時～1時15分

開催　午後１時30分～３時

　会場　いちのみや桃の里ふれあい文化館

　講師　watari氏（映画「Shall� we� ダン

ス？」の芸術監督・振付家・テレビ「ウ

ッチャンナンチャン」の初代ダンスコー

チ）

　定員　400人

　入場料　無料

■問合せ先

・福祉総務課

　☎055（262）1273

・健康づくり課

　☎055（261）1901

わ た り

▼
▼

▼
▼

▼

　
平
成
25
年
度
に
市
で
実
施
す
る
各
種

検
診
（
特
定
健
診
･
健
康
診
査
、
各
種

が
ん
検
診
、
国
保
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
）

の
受
診
希
望
を
伺
う
調
査
書
を
、
2
月

上
旬
に
各
世
帯
主
様
あ
て
に
郵
送
し
ま

す
。

　
同
一
世
帯
で
19
歳
以
上
の
ご
家
族
一

人
ひ
と
り
に
つ
い
て
、
対
象
と
な
る
検

診
の
受
診
希
望
有
無
を
ご
記
入
の
う
え
、

同
封
の
返
信
用
封
筒
（
切
手
不
要
）
に

よ
り
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
検
診
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
調
査
書

と
同
封
の
お
知
ら
せ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
提
出
期
限
　
2
月
28
日
（
木
）

※
2
月
中
旬
に
な
っ
て
も
調
査
書
が
届

か
な
い
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
健
康
づ
く
り
課
　
成
人
保
健
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
1

　
社
会
福
祉
の
発
展
に
功
績
の
あ
っ
た

方
々
の
表
彰
を
行
う
と
共
に
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
多
く
の
皆
さ
ん
に
具
体

的
に
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に

開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
　
2
月
11
日
（
月
・
祝
）

　
午
後
1
時
〜
4
時
30
分

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
内
容

○
第
1
部
（
午
後
１
時
〜
２
時
）

　
第
5
回
笛
吹
市
社
会
福
祉
大
会

○
第
２
部
（
午
後
２
時
〜
４
時
30
分
）

　
笛
吹
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
つ
ど
い

・
話
題
提
供

「
笛
吹
市
一
宮
中
学
校
の
生
徒
・
先

生
に
よ
る
活
動
事
例
発
表
」

「
御
坂
町
二
階
地
区
の
地
域
防
災
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
《
住
民
同
士
の

相
互
扶
助
・
手
助
け
・
み
ま
も
り
・

助
け
合
い
》
」

・
話
し
合
い

「
自
分
が
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
は
」

■
問
合
せ
先

市
社
会
福
祉
協
議
会
（
市
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
連
絡
会
事
務
局
）

　
☎
0
5
5
（
2
6
5
）
5
1
8
2

　
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
に
よ

る
、
第
6
回
笛
吹
市
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
発
表
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
サ
ー

ク
ル
は
視
覚
障
が
い
者
の
た
め
に
市
内

の
福
祉
施
設
な
ど
で
朗
読
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
視
覚
障
が
い
者
に

よ
る
朗
読
発
表
も
あ
り
ま
す
。

▼
日
時
　
2
月
17
日
（
日
）

受
付
　
午
後
0
時
30
分

開
催
　
午
後
1
時
〜
3
時
30
分

▼
場
所
　
学
び
の
杜
み
さ
か
視
聴
覚
室

▼
入
場
料
　
無
料
　
　
　

　
寒
い
季
節
と
な
り
ま
す
が
、
楽
し
み

な
が
ら
体
を
動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象
　
市
内
在
住
の
障
が
い
者
・
市

内
の
障
が
い
者
施
設
利
用
者

▼
日
時
　
2
月
15
日
（
金
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
0
時
30
分

▼
場
所
　
ラ
ウ
ン
ド
ワ
ン
山
梨
・
石
和

店
（
石
和
町
広
瀬
7
3
7
│
1
）

▼
定
員
�

40
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
3
5
0
円
（
貸
し
靴
代
）

※
参
加
さ
れ
た
方
に
は
参
加
賞
を
ご
用

意
し
て
い
ま
す
。

▼
申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
障
害
者
地
域

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
ふ
え
ふ
き

☎
0
5
5
（
2
6
3
）
1
7
7
7

�
℻
0
5
5
（
2
6
3
）
1
7
6
9

　C型肝炎が誰でも治るようになる最新治療

や、肥満度や肝がんになりやすいか判定でき

る最新検査について、肝臓専門医が分かりや

すくお話しします。

　また、講習会終了後に最新検査の体験・健

康相談も予定しています。

　日時　２月９日（土）

受付　午後１時30分から

開催　午後２時から

　場所　甲州市市民文化会館

　講師　榎本信幸氏（山梨大学医学部第1内

科教授）

　定員　100人

※最新検査の体験・健康相談は当日先着順で

5人まで受け付けます。

※申込方法など、詳しくはお問い合わせくだ

さい。

■申込・問合せ先

　県福祉保健部　健康増進課　感染症担当

☎�055（223）1494

℻�055（223）1499

▼
▼

▼
▼



　
4
月
か
ら
の
子
育
て
サ
ー
ク
ル
を
募

集
し
ま
す
。
入
会
希
望
の
方
は
、
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

登
録
を
希
望
す
る
サ
ー
ク
ル
や
団
体
、

自
主
サ
ー
ク
ル
を
作
っ
て
み
た
い
方
も

募
集
し
て
い
ま
す
。
1
年
後
に
は
、
サ

ー
ク
ル
が
独
自
に
運
営
で
き
る
よ
う
、

ス
タ
ッ
フ
が
サ
ポ
ー
ト
、
そ
の
後
の
支

援
も
行
い
ま
す
。

※
曜
日
別
サ
ー
ク
ル
は
初
め
て
の
方
の

み
が
対
象
で
す
。

※
登
録
す
る
と
、
き
っ
ず
い
ち
の
み
や

の
サ
ー
ク
ル
室
が
無
料
で
利
用
で
き

ま
す
。
（
月
1
回
）

■
問
合
せ
先
　
笛
吹
市
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
「
き
っ
ず
い
ち
の
み
や
」

　
☎
・
℻
0
5
5
3
（
4
7
）
1
3
4
5

　
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
、
元
気

ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。
元
気
に
活
躍

し
て
い
る
高
齢
者
の
方
の
作
品
や
発
表

を
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
期
間
　
2
月
20
日
（
水
）
〜
22
日
（
金
）

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
内
容

○
高
齢
者
作
品
展

　
20
日
　
午
前
11
時
〜
午
後
4
時

　
21
日
　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

　
22
日
　
午
前
9
時
〜
午
後
1
時
30
分

○
シ
ニ
ア
健
康
づ
く
り
の
集
い

「
腰
痛
、
肩
・
膝
関
節
痛
の
予
防
と

治
療
!

」

　
講
師

・
時
吉
聡
介
氏

　
（
笛
吹
中
央
病
院
整
形
外
科
部
長
）

・
片
桐
佳
樹
氏

　
（
同
院
　
関
節
治
療
セ
ン
タ
ー
長
）

　
21
日
　
午
前
9
時
30
分
〜
10
時

○
芸
能
発
表

　
21
日
　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時
（
予
定
）

　
市
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
、
60
歳
以
上
の

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
シ
ニ
ア
の

皆
さ
ん
の
知
識
と
経
験
を
生
か
し
て
、

健
康
づ
く
り
や
社
会
活
動
を
行
い
、
仲

間
と
楽
し
く
集
い
ま
せ
ん
か
。

老
人
ク
ラ
ブ
は
、
こ
ん
な

こ
と
を
し
て

い
ま
す

▼
地
域
の
各
世
代
と
の
交
流

▼
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・

輪
投
げ
・
花
づ
く
り
な
ど
各
種
事
業

▼
講
演
会
・
研
修
会
な
ど
教
養
を
主
と

し
た
活
動

▼
社
会
奉
仕
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

通
じ
て
の
生
き
が
い
づ
く
り
な
ど

■
申
込
・
問
合
せ
先

市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局
（
市

社
会
福
祉
協
議
会
内
）

�
☎
0
5
5
（
2
6
5
）
5
1
8
2

ま
た
は
、
各
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

事
務
局

�　
　
お
子
さ
ん
と
リ
ズ
ム
に
の
っ
て
体
操

を
し
て
遊
び
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象

　
1
歳
6
カ
月
〜
3
歳
未
満
の
乳
幼
児

の
親
子

▼
日
時
　
3
月
13
日
（
水
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
場
所
　
春
日
居
児
童
セ
ン
タ
ー

▼
講
師
　
河
野
水
伽
氏

　
（
子
供
身
体
運
動
発
達
指
導
士
）

▼
定
員
　
15
組
（
先
着
順
）

▼
持
ち
物

　
バ
ス
タ
オ
ル
・
汗
拭
き
用
タ
オ
ル
・

水
分
補
給
用
の
飲
み
物

▼
申
込
方
法

　
　
事
前
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
春
日
居
児
童
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
5
5
3
（
2
6
）
2
8
6
6

み
　
か

■問合せ先　健康づくり課�健康企画担当�☎055（261）1901

材　料（4人分）　なす・・・300g　砂糖・・・50g
レモン汁・・・大さじ1　水・・・100ml　レーズン・・・10ｇ
ラム酒・・・小さじ2　冷凍パイシート・・・2枚　シナモン・・・適量

【作り方】　①レーズンはラム酒に浸しておく。
②なすは皮付きのまま1cm角くらいに切る。
③鍋に②・砂糖・レモン汁・水を入れ火にかけ、沸騰したらア

クをすくい取り、火を弱め蓋をして蒸し煮する。
④10分ほどたったら蓋を開け、水けがなくなるまで火にかけ、

出来上がったら冷ましておく。
⑤パイシートはそれぞれ縦に半分に切り、めん棒で少しの

ばし、蓋にするほうのシート2枚に切り込みを入れる。
⑥ ⑤の切り込みのない方に④・①を半量ずつのせ、シナモ

ンをふり、その上に切り込みのある方をかぶせる。
⑦ふちをフォークで押さえ、210℃に予熱しておいたオー

ブンで10分、180℃に下げて10分焼く。

活動内容サークル名 定員 対象年齢 活動日 活動時間 会費等

親子あそび、わらべうた、リトミ
ック、手作り制作、運動あそび、
読み聞かせ、おしゃべりタイム、
おさんぽ遠足　など

初めての双子・みつご育児は戸惑
うことも多いです。サークルで話し、
相談することで育児の楽しさが倍
増のはず。みつごを子育て中のス
タッフから育児のコツも聞けます。

○ハロウィンやイースター・クリス
マスなど各種パーティー　○手先を
使って楽しむ製作活動　○歌やゲー
ムから自然に楽しむカードゲームや
指あそび　○大好きなお母さんの腕
の中で楽しむひざ乗せあそび

月曜日サークル 10組 2カ月～10カ月 毎月第2月曜

火曜日サークル 10組 11カ月～1歳6カ月 毎月第2火曜

水曜日サークル 10組 1歳7カ月～3歳 毎月第2水曜

アラフォーサークル 10組 35歳以上のママ（第1子） 毎月第2木曜

10組 ０才～就園前 毎月第2金曜

午前10時30分
～正午

ふたご・みつご
サークル

15組 2才～就園前

H25.4～H26.3
毎月第4火曜

※会場の都合によ
り変更になる場
合があります。

午前10時30分
～11時30分

受付10時15分

1年間12回コース
月500円×12カ月

4月・10月に3,000円
ずつ徴収します。
・講師�河野道子氏
（ISAWA英語教室講師）

マザーグース
サークル

（えいごであそぼ）

月200円×12カ月（材
料費等含む）
※初回に徴収しま

す。

　
そ
の
月
生
ま
れ
の
お
友
達
、
お
祝
い

を
一
緒
に
し
て
く
れ
る
お
友
達
、
み
ん

な
で
お
祝
い
を
し
ま
し
ょ
う
（
プ
レ
ゼ

ン
ト
あ
り
）
。

▼
日
時
　
毎
月
5
日
（
土
・
日
・
祝
日

な
ど
の
場
合
は
翌
日
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
場
所
　
き
っ
ず
い
ち
の
み
や

　男女共同参画推進委員会では、市民協働フォーラムにおいて、「子育てを楽しむ
コツ」と題して講演会を開催します。
　講師は、積極的に育児に参加する男性「イクメン」の普及を目指すNPOファザー
リング・ジャパン代表理事の吉田大樹さんです。シングルパパである吉田さんの実
体験をもとに、「子どもとの接し方」や「仕事と家庭の両立」など「子育てを楽し
むコツ」をお話しいただきます。
　講演会の後は、親子一緒に絵本の読み聞かせをお楽しみください。
　また、市内の保育所・保育園に通う年長さんが描いたポスター「家族との楽しい
思い出」の展示もあります。
　ぜひ、ご家族そろって会場に足をお運びください。お待ちしています。
　日時　2月24日（日）　午後1時～3時
　場所　スコレーセンター　集会室
　展示　ポスターは、午前9時30分から午後3時30分まで展示します。講演中もご

覧いただくことができます。
　協力　KORENふえふき（Happy� Spaceゆうゆうゆう・みんなの楽校あっぷる・子育

てサポート笛吹・わかば福祉会）、石和図書館、笛吹市内保育所・保育園
※託児サービスあり。詳しくは、お問い合わせください。
※スケジュールは変更になる場合があります。
※詳しくは、よっちゃばるネット笛吹をご覧ください�→�https://opencity.jp/fuefuki/

■問合せ先　市民活動支援課　市民活動支援担当　☎�055（262）4138

NPO法人ファザーリング・
ジャパン代表理事

吉田大樹さん



自衛隊コーナー

消防署コーナー

自衛隊コーナー

消防署コーナー

レ
�

イ
�

コ

　日時　２月17日（日）　受付　午前９時から
開催　午前９時30分

　場所　スコレーセンター集会室
　内容
○第１部　親子体操教室
　～リズムに乗って笑顔で体操しよう～
・講師　藤本チフミ氏（NPO法人ルーデンス

スポーツクラブ）
○第２部　坂本玲子氏（山梨県立大学教授）

による子育てに関する講演
・演題「子育て心理学－お父さんから贈る社

会への翼－」
　入場料　無料（託児あります）
　主催　峡東地区保育所（園）保護者連合会、笛

吹市保育所保護者連合会、甲州市保育所保護
者連合会、山梨市保育園保護者連絡協議会

　申込方法　保育所（園）保護者は、各所属保
育所（園）へお申し込みください。一般参加
希望者は、電話またはファックスにて事務
局へお申し込みください。

■申込・問合せ先　峡東地区保育所（園）保護
者連合会事務局（笛吹市立石和第四保育所内）

　☎・℻�055（262）3313

　
「
体
験
」
を
テ
ー
マ
に
楽
し
い
コ
ー

ナ
ー
を
た
く
さ
ん
設
け
ま
し
た
。

▼
日
時
　
3
月
3
日
（
日
）

�
午
前
10
時
〜
午
後
2
時

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
内
容

○
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
シ
ョ
ー

　
（
三
枝
亭
二
郎
…
創
作
落
語
）

○
工
作
コ
ー
ナ
ー
（
科
学
工
作
・
お
も

ち
ゃ
作
り
）

○
体
験
コ
ー
ナ
ー
　
・
自
衛
隊
（
高
機

動
車
・
偵
察
用
オ
ー
ト
バ
イ
・
パ
ネ

ル
展
示
）

・
市
消
防
署
（
消
防
は
し
ご
車
・
起
震

車
・
煙
体
験
・
消
火
体
験
）

・
市
警
察
署
（
白
バ
イ
・
パ
ト
ロ
ー
ル

カ
ー
）

○
図
書
館
コ
ー
ナ
ー
（
お
ひ
な
さ
ま
の

お
話
し
会
な
ど
）

○
雛
の
会
コ
ー
ナ
ー
（
小
・
中
学
生
に

よ
る
お
茶
会
）

○
食
生
活
改
善
推
進
員
会
コ
ー
ナ
ー

（
ク
レ
ー
プ
作
り
・
豚
汁
）

○
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
石
和
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ

ー
ナ
ー
（
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ザ
・
お
り

が
み
）

○
青
少
年
育
成
推
進
協
議
会
コ
ー
ナ
ー

　
（
和
凧
・
ゴ
ム
て
っ
ぽ
う
作
り
）

※
内
容
の
一
部
が
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
生
涯
学
習
課
　
生
涯
学
習
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
3
3
3
9

　
栄
養
士
に
よ
る
幼
児
食
教
室
を
開
催

し
ま
す
。
お
子
さ
ん
が
食
べ
や
す
い
調

理
の
工
夫
や
、
な
す
シ
ュ
ー
マ
イ
や
魚

バ
ー
グ
な
ど
好
き

嫌
い
解
消
メ
ニ
ュ

ー
を
作
り
ま
す
。

▼
対
象
　
市
内
在

住
の
1
歳
6
カ

月
〜
2
歳
児
の

保
護
者
（
託
児

希
望
の
方
は
申

し
込
み
時
に
お

伝
え
く
だ
さ
い
）

▼
日
時
　
3
月
6
日
（
水
）

　
受
付
　
午
前
9
時
30
分
〜
40
分

　
開
催
　
午
前
9
時
45
分
〜
11
時
30
分

▼
場
所
　
石
和
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
内
容
　
簡
単
調
理
・
試
食
（
保
護
者

の
み
）
�

▼
定
員
　
20
組
（
先
着
順
）

▼
持
ち
物
　
保
護
者
用
エ
プ
ロ
ン
・
三

角
巾

※
お
子
さ
ん
の
持
ち
物
に
は
、
名
前
を

つ
け
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▼
参
加
費
　
無
料

▼
申
込
方
法
　
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
健
康
づ
く
り
課
　
母
子
保
健
担
当

�
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
1

　
ル
ー
シ
ー
ダ
ッ
ト
ン
は
タ
イ
式
の
ヨ

ガ
と
言
わ
れ
、
自
分
の
身
体
を
自
分
で

調
整
す
る
も
の
で
す
。
無
理
の
無
い
ポ

ー
ズ
で
心
と
身
体
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象
　
市
内
在
住
の
妊
婦
（
必
ず
産

院
よ
り
許
可
を
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
）

▼
日
時
　
2
月
16
日
（
土
）

�
午
前
9
時
30
分
〜
10
時
15
分

▼
場
所
　
八
代
総
合
会
館
内
集
団
指
導
室

▼
講
師
　
Ｒ
ｅ
ｉ
ｃ
ｏ
氏
（
ル
ー
シ
ー

ダ
ッ
ト
ン
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

▼
定
員
�

12
人

▼
参
加
費
　
5
0
0
円

▼
持
ち
物
　
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
（
バ
ス
タ
オ

ル
で
も
可
）
・
飲
み
物

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
「
き
っ
ず
や
つ
し
ろ
」

�
☎
0
5
5
（
2
6
5
）
5
2
5
2

　
市
で
は
「
農
と
食
と
微
生
物
を
活
か

し
た
地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組
む
バ
イ
オ

マ
ス
の
郷
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
市
民

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
よ
る
微
生
物
を

活
用
し
た
果
樹
・
野
菜
栽
培
学
習
会
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象
　
市
民

▼
日
時
　
3
月
5
日
（
火
）

　
午
後
7
時
〜
9
時

▼
場
所
　
学
び
の
杜
み
さ
か

�
視
聴
覚
室

▼
内
容
　
有
用
微
生
物
群
（
E
M
）
を

活
用
し
た
果
樹
・
野
菜
栽
培
に
つ
い

て
。
な
お
、
参
加
者
に
は
、
市
で
製

造
し
て
い
る
微
生
物
活
性
液
お
よ
び

堆
肥
を
、
毎
週
月
・
木
曜
日
（
祝
祭

日
を
除
く
）
に
、
こ
の
学
習
会
で
指

定
す
る
場
所
に
て
無
償
提
供
し
ま
す
。

▼
定
員
　
90
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
申
込
期
限
　
3
月
1
日
（
金
）

▼
申
込
方
法
　
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
農
林
振
興
課
　
農
林
経
営
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
2
0
3
3

　
改
正
養
蜂
振
興
法
が
平
成
25
年
1
月

か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
趣
味
で
ミ
ツ

バ
チ
を
飼
育
す
る
場
合
で
も
、
飼
育
届

け
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
た

だ
し
、
次
の
項
目
に
当
て
は
ま
る
方
は
、

届
け
出
が
不
要
で
す
。

▼
農
作
物
等
の
花
粉
受
精
の
用
に
供
す

る
た
め
に
蜜
蜂
の
飼
育
を
行
う
場
合

▼
学
術
研
究
の
た
め
に
密
閉
構
造
の
飼

育
管
理
施
設
で
蜜
蜂
の
飼
育
を
行
う

場
合

▼
巣
箱
や
巣
洞
等
を
設
置
し
な
い
で
、

野
生
の
ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ
の
自
然
巣

か
ら
、
蜜
蜂
等
を
採
取
す
る
場
合

▼
条
件
付
き
飼
育
形
態
で
知
事
が
届
け

出
を
要
し
な
い
も
の
と
認
め
る
場
合

■
届
け
出
・
相
談
先

・
届
け
出
窓
口
　
県
農
政
部
　
畜
産
課

　
生
産
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
2
3
）
1
6
0
7

・
相
談
窓
口
　
県
東
部
家
畜
保
健
衛
生

所
　
保
健
指
導
課
　

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
3
1
6
6

　
市
税
な
ど
の
口
座
振
替
手
続
き
が
キ

ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
で
も
で
き
る
サ
ー
ビ

ス
を
紹
介
し
ま
す
。

　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
市
役
所
窓
口

で
提
示
し
て
い
た
だ
く
だ
け
で
簡
単
に

手
続
き
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
今
ま
で
ど
お
り
の
口
座
振
替

依
頼
書
に
よ
る
申
し
込
み
も
、
引
き
続

き
行
い
ま
す
。

▼
対
象
と
な
る
市
税

○
市
県
民
税

○
固
定
資
産
税

○
軽
自
動
車
税

○
国
民
健
康
保
険
税

▼
対
象
金
融
機
関

○
山
梨
中
央
銀
行

○
甲
府
信
用
金
庫

○
山
梨
信
用
金
庫

○
山
梨
県
民
信
用
組
合

○
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

▼
申
込
方
法
　
こ
れ
ら
、
い
ず
れ
か
の

金
融
機
関
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
（
普

通
口
座
・
総
合
口
座
）
を
、
市
役
所

収
税
課
ま
た
は
国
民
健
康
保
険
課
窓

口
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
手
続
き

に
は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
ほ
か
、

お
客
様
に
よ
る
暗
証
番
号
の
入
力
が

必
要
で
す
。
（
職
員
が
暗
証
番
号
を

お
聞
き
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
）

※
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
・
ロ
ー
ン
カ
ー

ド
・
貯
蓄
預
金
カ
ー
ド
で
の
登
録
は

で
き
ま
せ
ん

▼
受
付
時
間
・
場
所

○
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
（
土
・

日
・
祝
日
を
除
く
）

○
市
役
所
本
庁
　
収
税
課
ま
た
は
国
民

健
康
保
険
課

■
問
合
せ
先
　
収
税
課
　
管
理
担
当
　

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
幅
広
い
相
談
対
応
を
行
い
、
安
心
な

生
活
を
後
押
し
し
ま
す
。

▼
日
時
　
2
月
10
日
（
日
）

　
午
前
10
時
〜
正
午

　
午
後
1
時
〜
3
時
30
分

▼
場
所
　
甲
府
市
総
合
市
民
会
館
　
1

階
　
山
の
都
ア
リ
ー
ナ

▼
10
士
業
　
弁
護
士
、
税
理
士
、
司
法

書
士
、
社
会
保
険
労
務
士
、
土
地
家

屋
調
査
士
、

不
動
産
鑑
定

士
、
行
政
書

士
、
弁
理
士
、

中
小
企
業
診

断
士
、
公
認

会
計
士

▼
共
催
　
山
梨
県
、
甲
府
市
、
甲
府
商

工
会
議
所

■
問
合
せ
先
　
10
士
業
に
よ
る
無
料
な

ん
で
も
合
同
相
談
会
事
務
局

　
☎
0
5
5
（
2
5
1
）
9
4
0
0



▼
日
時
・
場
所

○
2
月
1
日
（
金
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

　
春
日
居
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

○
2
月
17
日
（
日
）

　
午
前
10
時
〜
正
午

　
午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

　
春
日
居
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

　
（
両
日
と
も
受
付
は
4
時
ま
で
）

※
初
回
の
相
談
に
は
、
予
約
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

※
継
続
し
た
相
談
を
希
望
す
る
場
合
は
、

結
婚
相
談
所
へ
の
登
録
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
登
録
に
は
印
鑑
・
L
版
写

真
2
枚
・
独
身
証
明
書
・
身
分
証
明

書
の
写
し
が
必
要
で
す
。

※
他
市
町
主
催
の
出
会
い
パ
ー
テ
ィ
ー

情
報
を
市
民
活
動
・
地
域
づ
く
り
支

援
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

・
市
民
活
動
・
地
域
づ
く
り
支
援
サ
イ

ト
『
よ
っ
ち
ゃ
ば
る
ネ
ッ
ト
』

h
ttp

s
:/

/
o

p
e

n
c
ity

.jp
/

fu
e

fu
k

i/

・
携
帯
サ
イ
ト

h
ttp

s
:/

/
o

p
e

n
c

ity
.jp

/
fu

e
fu

k
i

/
m

o
b

ile
/

m
o

b
ile

.js
p

※
市
結
婚
相
談
員
は
、
電
話
で
相
談
所

登
録
者
以
外
の
方
に
結
婚
適
齢
者
の

情
報
を
聞
き
だ
す
こ
と
は
行
っ
て
い

ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
市
結
婚
相
談

員
を
装
う
電
話
が
あ
っ
て
も
、
情
報

を
提
供
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
市
民
活
動
支
援
課

　
市
民
活
動
支
援
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

▼
日
時
　
2
月
20
日
（
水
）

　
受
付
　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

▼
会
場
　
ス
コ
レ
ー
パ
リ
オ

▼
相
談
時
間
　
1
人
30
分
以
内

▼
相
談
員
　
網
倉
義
久
氏
（
司
法
書
士
）

▼
持
ち
物
　
借
入
先
や
借
入
金
額
、
収

入
等
が
分
か
る
資
料

※
予
約
不
要
、
秘
密
は
守
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
市
民
活
動
支
援
課
　
市
民
生
活
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

▼
日
時
　
2
月
20
日
（
水
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

▼
場
所
　
市
役
所
南
館
3
階
大
会
議
室

■
問
合
せ
先
　
（
社
）
山
梨
県
宅
地
建
物

取
引
業
協
会
（
担
当
　
岡
）

　
☎
0
5
5
（
2
6
3
）
7
6
3
8

▼
山
梨
県
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電

子
回
路
、
電
気
機
械
器
具
、
情
報
通

信
機
械
器
具
製
造
業
最
低
賃
金

　
1
時
間
　
7
9
8
円
（
効
力
発
生
日

平
成
24
年
12
月
28
日
）

▼
山
梨
県
自
動
車
・
同
附
属
品
製
造
業

最
低
賃
金

　
1
時
間
　
8
0
6
円
（
効
力
発
生
日

平
成
24
年
12
月
28
日
）

▼
山
梨
県
最
低
賃
金

　
1
時
間
　
6
9
5
円
（
効
力
発
生
日

平
成
24
年
10
月
1
日
）

※
賃
金
引
上
げ
に
関
す
る
「
業
務
改
善

助
成
金
制
度
」
の
ご
活
用
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
問
合
せ
先

・
甲
府
労
働
基
準
監
督
署

　
☎
0
5
5
（
2
2
4
）
5
6
1
1

・
山
梨
労
働
局
賃
金
室

　
☎
0
5
5
（
2
2
5
）
2
8
5
4

　
不
安
や
焦
り
に
つ
け
こ
ん
で
、
Ａ
Ｔ

Ｍ
（
現
金
自
動
預
払
機
）
へ
と
走
ら
せ

る
「
振
り
込
め
詐
欺
」
。

　
そ
の
種
類
は
、
　

1
オ
レ
オ
レ
詐
欺
（
恐
喝
）
〜
家
族
や
警

察
官
に
な
り
す
ま
す

2
架
空
請
求
詐
欺
（
恐
喝
）
〜
あ
り
も
し

な
い
請
求
を
す
る

3
融
資
保
証
金
詐
欺
〜
融
資
を
だ
し
に

お
金
を
だ
ま
し
取
る

4
還
付
金
等
詐
欺
〜
税
金
の
還
付
な
ど

と
偽
り
お
金
を
だ
ま
し
取
る

の
4
種
類
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
他
に
、
最
近
で
は
、
外
貨
購
入

や
社
債
、
未
公
開
株
の
購
入
を
名
目
に

お
金
を
騙
し
取
る
手
口
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
口
座
へ
の
振
り
込
み
だ
け
で

な
く
、
実
際
に
犯
人
が
お
金
を
取
り
に

来
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　
「
自
分
だ
け
は
だ
ま
さ
れ
な
い
」
と

高
を
く
く
ら
ず
、
詐
欺
師
た
ち
に
負
け

な
い
知
恵
と
勇
気
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ

う
。
お
か
し
い
と
感
じ
た
ら
迷
わ
ず
警

察
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　

　
笛
吹
警
察
署
　
生
活
安
全
課

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
0
1
1
0

た
か

　平成25年4月1日から年金支給開始年齢引き上げに

合わせ、事業所は希望者全員を65歳まで雇用する制度

を導入することが原則として義務化されます。

　詳しくはハローワーク甲府までお問い合わせくださ

い。

■問合せ先　ハローワーク甲府　☎�055（232）6060

（金額は税抜き価格です）

入札日決定業者決定額（円）予定価格（円）件　　名 場　所

笛吹市石和保健福祉センター備品購入

指定避難所用発電機等購入

一宮町・春日居町地内路線測量設計業務委託

石和町地内路線測量設計業務委託

緊急維持修繕業務委託7

八代小学校プール改修工事

笛吹市立石和第四保育所防水等改修工事

市道4389号線（旧八代749号線）改良工事

市道1-20号線横断水路改修工事

川中島地内水路改修工事

市道4409号線改良工事

市道5026号線道路改良工事

市道1284号線側溝改修工事

市道1-10号線（旧石和7号線）道路改良工事

下水道管渠布設工事第8-3工区（御坂）

石和町・八代町・境川町配水管漏水調査業務委託

緊急舗装修繕業務委託5

市道5261号線側溝改修工事

御坂浄水場送水管布設工事（4工区）

下水道管渠布設工事第14工区（一宮）

下水道管渠布設工事第15工区（一宮）

下水道管渠布設工事第16工区（御坂）

下水道管渠布設工事第17工区（御坂）

市道2-41号線改良工事

芦川交流施設整備工事（明許）

下水道関連配水管布設替工事（八千蔵1工区）

下水道関連配水管布設替工事（下野原1工区）

御坂浄水場送水管布設工事（1工区）

御坂浄水場送水管布設工事（6工区）

藤原邸外構・トイレ整備工事

石和保健福祉センター

市役所、各支所及び、関連備蓄倉庫

一宮町・春日居町

石和町

石和町・一宮町・春日居町

八代町岡

石和町小石和

八代町米倉

御坂町金川原

石和町川中島

八代町竹居

境川町小黒坂

石和町唐柏

石和町広瀬

御坂町二之宮

石和町・八代町・境川町

御坂町・八代町・境川町・芦川町

境川町石橋

御坂町尾山

石和町松本・一宮町土塚・境川町藤垈

石和町市部・四日市場

一宮町国分

一宮町塩田

御坂町下野原

御坂町栗合・八千蔵

御坂町上黒駒

芦川町上芦川

御坂町八千蔵

御坂町下野原

御坂町下黒駒

御坂町下野原

芦川町上芦川

¥3,227,600

¥6,650,000

¥7,560,000

¥7,560,000

¥6,980,000

¥18,540,000

¥41,800,000

¥2,350,000

¥3,960,000

¥2,700,000

¥4,550,000

¥8,570,000

¥11,860,000

¥13,970,000

¥11,030,000

¥4,570,000

¥5,300,000

¥4,300,000

¥23,380,000

¥4,600,000

¥5,000,000

¥16,000,000

¥10,000,000

―

¥14,000,000

¥11,000,000

¥52,000,000

¥11,000,000

¥7,000,000

¥24,000,000

¥23,000,000

¥22,000,000

（株）小林事務機

東ポン商会

（有）飯田測量

（有）飯田測量

（株）小越建設

（株）中村工務店

（株）飯塚工業

（有）荻野土建

（株）丸清木販

（有）荻野土建

（有）雨宮組

（株）上組

（有）末木建設

風間興業（株）

矢崎興業（株）

フジ地中情報（株）東京支店

（株）NIPPO山梨統括事業所

（株）小越建設

（有）ツチヤ設備

（株）大成エンジニアリング笛吹支店

友愛工業（株）

（株）佐野緑化土木

不成立

（株）上野建工

（株）日工建設

矢崎興業（株）

（有）佐野工業所

（有）桃李

（有）浅川住宅設備

（有）松山興業

（有）若杉工務所

¥3,120,000

¥3,545,500

¥5,300,000

¥5,400,000

¥5,600,000

¥18,280,000

¥32,300,000

¥1,900,000

¥3,630,000

¥2,100,000

¥3,980,000

¥6,500,000

¥9,900,000

¥11,400,000

¥8,950,000

¥4,550,000

¥5,200,000

¥3,400,000

¥22,800,000

¥3,060,000

¥4,570,000

¥12,300,000

¥8,972,000

―

¥11,450,000

¥9,460,000

¥38,000,000

¥10,400,000

¥5,890,000

¥18,980,000

¥18,400,000

¥22,000,000

平成24年12月4日

〃

〃

〃

〃

平成24年12月4日☆

平成24年12月4日

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

平成24年12月11日

〃

〃

平成24年12月11日※

平成24年12月18日

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

平成24年12月18日※

平成24年12月18日※

平成24年12月18日△☆

（株）東洋コンサルタント
山梨営業所

配水管布設実施設計業務委託
（石和・一宮・境川地内）

笛吹市下水道管渠耐震詳細設計
業務委託1工区（石和）



■問合せ先　生涯学習課　青少年育成コーディネーター　☎�055（261）3339

　笛吹市青少年育成推進協議会では、『子ども・若者育成支援強調月間』

講演会を実施しました。講師には、池上正さんをお招きし、「人間性

豊かに子どもを伸ばす」と題した講演をしていただきました。池上さ

んは、長年サッカーを通じた青少年の健全育成に携わり、現在はNPO

法人I.K.O市原アカデミーの代表として、また、京都サンガホームタ

ウンアカデミーダイレクターとして活躍しています。

　講演内容は、池上さんご自身の２人の娘さんの育児体験や現代の子

どもの特徴、これらの子どもを作り出す原因のひとつである大人のコ

ミュニケーションに関するものでした。講師の言葉は、サッカー指導

者として延べ40万人以上の子どもたちを指導した経験に裏打ちされた

もので、非常に説得力がありました。講演のスタイルもコミュニケー

ションを重視する池上さんらしく、聴衆に問いかけ答えさせたり、一方的な指示の実例として

折り紙をさせたりと変化に富んでいるものでした。また、講演会終了後ステージに近づいた少

年が講師に何事か質問した際に、池上さんはステージから降り少年と向き合い、しっかり話を

聞き、丁寧に答えていました。こうした一人ひとりにしっかりと向き合って、同じ目線で話を

する姿に青少年と向き合う大人の有るべき姿を目の当たりにした思いがしました。

　笛吹市青少年育成推進協議会では、今後も、今回の講演会のように青少年の健全育成のため

に役立つ取り組みを進めて参りますので、数多くの方の参加をお願いします。

●著書に『麻生

直 子 詩 集 』、

『 足 形 の レ リ

ー フ 』（ 日 本

詩 人 ク ラ ブ

賞）他多数。

●奥尻島や東北

の 被 災 地 の

小 ・ 中 学 生 た

ち に 詩 の 指 導

を 、 ま た 女 性

詩 人 た ち の 詩

に つ い て 講 座

や 著 書 等 で 解

説。
■申込・問合せ先　県民文化祭「詩部門」参加促進事業実行委員会

　　　　　　　　　古屋　☎�055（262）5649

麻生　直子

　
清
水
次
郎
長
の
ラ
イ
バ
ル
と
し
て
、

小
説
や
芝
居
、
映
画
の
世
界
で
は
有
名

な
黒
駒
勝
蔵
で
す
が
、
そ
の
実
像
は
謎

に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
展
示
で
は
、

歴
史
資
料
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た

黒
駒
勝
蔵
を
は
じ
め
と
す
る
甲
州
博
徒

の
姿
を
紹
介
し
ま
す
。

▼
日
時
　
2
月
9
日
（
土
）
〜
3
月
18
日

（
月
）
　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
（
火

曜
日
休
館
）

※
入
館
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
。

▼
会
場
　
企
画
展
示
室

▼
観
覧
料
　
常
設
展
観
覧
料
で
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

○
一
般
　
5
0
0
円

○
高
校
・
大
学
生
　
　
2
1
0
円

○
小
・
中
学
生
　
　
　
1
0
0
円

▼
日
時
　
2
月
9
日
（
土
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

▼
会
場
　
生
涯
学
習
室

※
事
前
の
申
し
込
み
必
要
・
聴
講
無
料

▼
日
時
　
2
月
9
日
（
土
）
・
10
日
（
日
）
・

11
日
（
月
・
祝
）

　
午
後
3
時
か
ら
30
分
程
度

▼
会
場
　
企
画
展
示
室
　
※
申
し
込
み

不
要
・
観
覧
券
が
必
要
。

▼
日
時
　
2
月
23
日
（
土
）

　
午
後
2
時
〜
3
時

▼
会
場
　
展
示
室
　
※
申
し
込
み
不
要
・

観
覧
券
が
必
要
。

▼
演
者
　
宝
井
駿
之
介
氏
（
講
談
協
会

所
属
）

▼
日
時
　
2
月
24
日
（
日
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
3
時

（
所
用
時
間
10
分
程
度
）

▼
場
所
　
県
立
博
物
館
ロ
ビ
ー

※
申
し
込
み
不
要
・
参
加
費
無
料
。

■
問
合
せ
先
　
県
立
博
物
館

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
2
6
3
1

黒駒勝蔵肖像
（称願寺蔵）

　
縄
文
人
が
土
器
作
り
で
発
揮
し
た

匠
の
技
と
も
い
え
る
技
術
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。
合
わ
せ
て
、
巡
回
パ
ネ

ル
展
示
「
山
梨
の
遺
跡
2
0
1
1
」

も
開
催
し
て
い
ま
す
。

▼
期
間
　
2
月
24
日
（
日
）
ま
で

　
考
古
学
を
釈
迦
堂
遺
跡
の
出
土
品

に
ふ
れ
な
が
ら
、
や
さ
し
く
学
芸
員

が
解
説
す
る
講
座
を
4
回
シ
リ
ー
ズ

で
開
催
し
ま
す
。

①
2
月
23
日
（
土
）

　
「
遺
跡
は
ど
の
よ
う
に
掘
る
の
か
」

②
3
月
2
日
（
土
）

　
「
土
器
は
ど
の
よ
う
に
作
る
の
か
」

③
3
月
9
日
（
土
）

　
「
石
器
は
ど
の
よ
う
に
作
る
の
か
」

④
3
月
16
日
（
土
）

　
「
信
仰
と
飾
り
物
」

▼
日
時
　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
（
4

回
と
も
）

▼
定
員
　
各
20
人

※
事
前
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

▼
参
加
費
　
無
料

※
入
館
料
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
若
彦
路
沿
い
の
八
代
・
御
坂
町
の

熊
野
神
社
や
小
山
城
、
清
道
院
、
福

光
園
寺
や
古
墳
な
ど
を
訪
ね
ま
す
。

▼
日
時
　
2
月
11
日
（
月
・
祝
）

　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

※
天
候
に
よ
り
中
止
の
場
合
も
あ
り

ま
す
。

▼
集
合
・
解
散
場
所

　
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館

▼
参
加
費

　
2
0
0
円
（
保
険
料
ほ
か
）

▼
定
員
　
24
人

※
事
前
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

▼
持
ち
物
・
服
装
　
昼
食
、
飲
み
物
、

歩
き
や
す
い
服
装

▼
開
館
時
間

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

（
入
館
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

○
休
館
日
　
火
曜
日
・
祝
日
の
翌

日
（
土
・
日
除
く
）

▼
入
館
料

○
一
般
・
大
学
生
　
2
0
0
円

○
小
中
高
生
　
　
　
1
0
0
円

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
☎
０
５
５
３
（
４
７
）
３
３
３
３

　対　象　小・中・高生・一般（親の付き添いも可）

　日　時　２月11日（月・祝）

　　　　　開場　午後０時30分　講演　午後１時

　場　所　スコレーセンター視聴覚ホール（石和図書館2階）

※被災地の子どもたちの詩、金子みすず、新川和江、茨城のり子等の詩を

テキストに、楽しく学びます。講演の後、希望者は、詩の実作講座（2

時30分～4時）に参加できます。

　定　員　100人

　入場料　無料

　主　催　やまなし県民文化祭「詩部門」参加促進事業実行委員会

　共　催　第28回国民文化祭笛吹市実行委員会　山梨県詩人会

申し込みは、下記まで



特別賞に入選した作品
を展示している掲示板
＝境川総合会館

　
12
月
16
日
、
境
川
総
合
会
館
で

第
16
回
笛
吹
市
小
学
生
・
中
学
生

俳
句
会
の
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
16
回
目
と
な
る
こ
の
俳
句
会
は
、

今
年
、
山
梨
県
で
開
催
さ
れ
る
第

28
回
国
民
文
化
祭
・
や
ま
な
し
２

０
１
３
の
プ
レ
事
業
と
し
て
実
施

し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
エ
チ
オ
ピ
ア
の
日
本

人
補
習
校
を
は
じ
め
全
国
45
都
道

府
県
の
小
・
中
学
校
6
4
8
校
の

児
童
・
生
徒
4
万
1
1
6
5
人
の

作
品
が
寄
せ
ら
れ
、
過
去
最
高
の

応
募
数
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
中

か
ら
、
俳
句
結
社
「
白
露
」
の
同

人
に
よ
り
作
品
集
掲
載
の
２
３
３

３
句
が
選
ば
れ
、
白
露
副
主
宰
の

井
上
康
明
氏
に
よ
り
入
賞
・
入
選

作
品
91
句
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
入
賞
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
地
元

の
雨
宮
春
聲
さ
ん
の
書
に
よ
る
短

冊
が
、
記
念
品
と
し
て
贈
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
地
元
の
絵
手
紙
の

指
導
者
で
あ
る
竜
沢
友
子
さ
ん
の

協
力
に
よ
り
、
今
回
、
初
め
て
の

企
画
と
し
て
、
入
賞
者
の
俳
句
に

絵
を
付
け
た
俳
画
を
展
示
し
た
と

こ
ろ
、
好
評
を
博
し
ま
し
た
。
後
日
、

入
賞
者
の
手
元
に
、
届
け
ら
れ
ま

し
た
。

　
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬

称
略
。
特
選
、
秀
作
は
市
内
の
児
童
・

生
徒
の
み
）

文部科学大臣奨励賞（小学生の部）を
受賞した二宮育美さん

賞 県名 学校名 学年 氏　名 句

文部科学大臣奨励賞 愛媛県 八幡浜市立日土小学校 ４年 二 宮 育 美 友だちと手と手をつなぐ南風

賞 県名 学校名 学年 氏　名 句

文部科学大臣奨励賞 京都府 ３年 よみがえる大地の呼吸春一番

山梨県知事賞 山梨県 身延町立中富中学校 ３年 佐 田 大 征 進む道まだ先見えぬ夏の雲

山梨県議会議長賞 埼玉県 川越市立福原中学校 ２年 清 水 亜 美 葱坊主光って飛んで星となれ

山梨県教育委員長賞 山梨県 笛吹市立浅川中学校 ３年 窪 嶋 紀 仁 太陽の力もらったきゅうり達

山梨県立文学館長賞 東京都 渋谷区立広尾中学校 １年 杉 山 力 斗 ホトトギス何度も鳴いて誰を呼ぶ

笛吹市長賞 山梨県 笛吹市立石和中学校 ３年 山 口 智 也 雨蛙ひすいのごとき青さかな

笛吹市議会議長賞 愛知県 愛知教育大学附属岡崎中学校 １年 飯塚比呂人 夏の犬しっぽがぎゅんと立っている

笛吹市教育委員長賞 山梨県 笛吹市立一宮中学校 ３年 水 谷 隆 弘 桃の香に引き寄せられるカブトムシ

学校賞 山梨県 身延町立中富中学校

山梨県知事賞 山梨県 笛吹市立一宮北小学校 ５年 渡 邉 南 実 ぶどうたち太陽あびてはじけそう

山梨県議会議長賞 埼玉県 三郷市立新和小学校 １年 小 林 歩 夢 あさがおのしたにもいたよだんごむし

山梨県教育委員長賞 山梨県 笛吹市立御坂西小学校 ３年 もも畑ふた子のももを見つけたよ

山梨県立文学館長賞 神奈川県 川崎市立南菅小学校 小 泉 汐 璃 アブラゼミわたしとどちらが黒いかな

笛吹市長賞 千葉県 袖ケ浦市立昭和小学校

３年

藤 代 航 輝 せみの声山へ山へとひびきあう

笛吹市議会議長賞 埼玉県 久喜市立久喜小学校

３年

田村明日香 雨の中大きなだしがひかってる

笛吹市教育委員長賞 千葉県 千葉市立幸町第三小学校

２年

穂 積 颯 大 クワガタはあごの力で敵たおす

山梨県 笛吹市立境川小学校

６年

松 本 好 喬 夏休みみんなで走って日がしずむ特選

山梨県 笛吹市立一宮西小学校

６年

古 屋 眞 昌 ひまわりが石を持ち上げ咲きにけり秀作

山梨県 笛吹市立御坂西小学校

６年

榊 原 美 奈 ぶくぶくとプールの中でにらめっこ

秀作

秀作

山梨県 笛吹市立境川小学校

４年

上 原 　 宝 さなぎからぬけ出すセミはみどり色

秀作 山梨県 笛吹市立石和西小学校

２年

５年 星 野 聖 那 イカヅチは空をきりさくツルギかな

学校賞 山梨県 笛吹市立境川小学校

京丹後市立弥栄中学校 平 井 航 稀

松 本 　 晃

し
ゅ
ん
せ
い

市内外から35人の児童生徒が
参加した表彰式

　
犬
や
猫
の
飼
い
方
マ
ナ
ー
に
関
す

る
苦
情
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

愛
犬
や
愛
猫
の
飼
い
方
の
こ
と
で
、

周
り
の
方
に
迷
惑
を
か
け
て
い
ま
せ

ん
か
。
飼
い
主
の
方
は
、
愛
情
を
持

っ
て
犬
や
猫
を
育
て
る
の
と
同
時
に
、

マ
ナ
ー
を
守
る
な
ど
周
り
の
方
へ
の

心
配
り
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
犬
に
つ
い
て

○
登
録
・
注
射

　
犬
の
登
録
（
一
生
に
一
回
）
や

年
1
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
は
飼

い
主
の
義
務
で
す
。
犬
の
登
録
に

つ
い
て
は
市
役
所
で
手
続
き
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
予
防
注
射
に
つ

い
て
は
、
毎
年
春
に
各
地
区
で
行

わ
れ
る
集
合
注
射
で
受
け
る
か
、

最
寄
り
の
動
物
病
院
で
受
け
て
い

た
だ
き
注
射
済
証
を
市
役
所
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
注
射
済
票
を

発
行
し
ま
す
。

○
リ
ー
ド
を
着
け
ま
し
ょ
う
!

　
リ
ー
ド
を
着
け
ず
に
犬
の
散
歩

を
す
る
と
、
周
囲
の
人
に
飛
び
掛

か
っ
た
り
か
み
つ
い
た
り
す
る
恐

れ
や
、
犬
自
身
が
交
通
事
故
に
あ

う
な
ど
の
危
険
が
あ
り
ま
す
。
散

歩
の
際
は
、
犬
に
リ
ー
ド
を
着
け

て
放
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
リ
ー
ド
の
長
さ
に
も
気
を

付
け
ま
し
ょ
う
。

　
首
輪
や
リ
ー
ド
が
抜
け
て
し
ま
い
、

逃
げ
出
し
た
犬
が
迷
子
に
な
る
ケ

ー
ス
も
あ
り
ま
す
の
で
、
犬
を
し

っ
か
り
つ
な
ぐ
・
首
輪
が
ゆ
る
く

な
い
か
等
、
日
頃
か
ら
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

○
散
歩
時
の
フ
ン
は
持
ち
帰
り
ま
し

ょ
う

　
犬
の
散
歩
時
の
フ
ン
は
持
ち
帰
る
、

お
し
っ
こ
の
場
所
に
気
を
付
け
る

な
ど
、
マ
ナ
ー
に
も
気
を
付
け
ま

し
ょ
う
。

▼
猫
に
つ
い
て

○
家
の
中
で
飼
い
ま
し
ょ
う

　
外
で
の
放
し
飼
い
は
、
フ
ン
や

い
た
ず
ら
、
鳴
き
声
な
ど
で
周
囲

に
迷
惑
を
か
け
る
恐
れ
が
あ
る
だ

け
で
な
く
、
猫
に
と
っ
て
も
病
気

や
交
通
事
故
、
ケ
ガ
な
ど
の
危
険

が
増
え
ま
す
。
家
の
中
で
飼
う
よ

う
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

○
野
良
猫
に
え
さ
を
あ
げ
な
い

　
野
良
猫
に
え
さ
を
あ
げ
る
と
、

野
良
猫
が
増
え
て
し
ま
い
ま
す
。

飼
っ
て
は
い
な
く
て
も
、
野
良
猫

に
え
さ
を
あ
げ
て
い
る
方
に
は
、

飼
い
主
同
様
の
責
任
が
発
生
し
ま
す
。

え
さ
の
食
べ
残
し
や
フ
ン
で
近
所

に
迷
惑
を
か
け
て
い
ま
せ
ん
か
。

不
妊
・
去
勢
手
術
を
行
う
な
ど
責

任
が
持
て
ま
す
か
。
安
易
な
気
持

ち
で
野
良
猫
に
え
さ
を
あ
げ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
犬
も
猫
も

○
不
妊
・
去
勢
手
術
を
行
い
ま
し
ょ
う

　
子
犬
や
子
猫
が
生
ま
れ
て
も
飼

え
な
い
と
分
か
っ
て
い
る
場
合
は
、

事
前
に
不
妊
・
去
勢
手
術
を
行
い

ま
し
ょ
う
。
市
で
は
、
手
術
費
用

に
つ
い
て
補
助
金
を
交
付
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
必
ず

手
術
を
す
る
1
週
間
く
ら
い
前
ま

で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

○
身
元
表
示
を
し
ま
し
ょ
う

　
犬
に
は
鑑
札
・
注
射
済
票
、
猫
に

は
迷
子
札
、
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
を
装

着
す
る
な
ど
身
元
が
分
か
る
よ
う
に

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
迷
子
に
な
っ

て
も
身
元
が
分
か
る
た
め
、
飼
い
主

の
も
と
に
戻
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
迷
子
に
な
っ
た
ら

　
犬
や
猫
が
迷
子
に
な
っ
た
場
合
は
、

市
役
所
や
保
健
所
、
警
察
署
へ
早

め
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
市
役

所
で
犬
を
保
護
し
た
場
合
は
、
公

示
（
犬
保
護
の
お
知
ら
せ
）
を
し

て
3
日
間
は
保
護
し
ま
す
。

・
市
環
境
推
進
課

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
ま
た
は
各
支
所

・
県
峡
東
保
健
所

　
☎
0
5
5
3
（
2
0
）
2
7
5
1

・
笛
吹
警
察
署

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
0
1
1
0

■申込・問合せ先　県動物愛護指導センター　☎055（273）5034

　猫を飼っている方、これから飼おうと思っている方など、猫の

気持ちを理解して、猫との暮らしをより楽しめるようお話を聞き

ませんか。当日は、「猫の飼い方相談会」も開催されます。参加ご希望の方は事前にお申し込みくだ

さい。

　日時　２月23日（土）　受付　午後１時30分から　開催　午後２時～４時

　場所　甲府市中央公民館（甲府市丸の内3-26-16）

　講師　加藤由子先生



昨年の県消防団員操法大会で優勝した境川分団のポンプ車操法

受章者を囲んでの新春交歓会

表彰式では、八代小学校の一之宮校長が
あいさつを述べました

　
1
月
4
日
、
市
内
ホ
テ
ル
に
お

い
て
新
春
交
歓
会
が
開
催
さ
れ
、

平
成
24
年
中
の
叙
勲
・
褒
章
・
大

臣
表
彰
・
県
政
功
績
受
章
者
を
招

待
し
、
受
章
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
受
章
者
は
次
の
方
々
で
す
（
受

章
日
順
・
敬
称
略
）
。

▼
叙
勲

○
瑞
宝
双
光
章

　
田
中
邦
和
（
一
宮
町
市
之
蔵
）

　
遠
山
　
哲
（
石
和
町
河
内
）

　
長
坂
東
和
（
八
代
町
永
井
）

○
瑞
宝
単
光
章

　
加
藤
光
男
（
石
和
町
河
内
）

○
瑞
宝
双
光
章

　
小
林
正
徳
（
石
和
町
市
部
）

　
志
村
一
浩
（
八
代
町
北
）

○
旭
日
双
光
章

　
戸
田
増
寳
（
八
代
町
高
家
）

○
瑞
宝
双
光
章

　
霜
村
純
志
（
八
代
町
永
井
）

○
旭
日
単
光
章

　
植
村
保
平
（
石
和
町
四
日
市
場
）

▼
褒
章

○
黄
綬

　
佐
藤
孝
之
（
御
坂
町
藤
野
木
）

▼
大
臣
表
彰

○
文
部
科
学
大
臣
教
育
者
表
彰

　
上
田
常
子
（
石
和
町
河
内
）

○
最
高
裁
判
所
長
官
表
彰

　
加
賀
美
武
春
（
八
代
町
南
）

○
総
務
大
臣
表
彰

　
長
沼
佳
子
（
御
坂
町
井
之
上
）

○
国
土
交
通
大
臣
表
彰

　
秋
山
秀
雄
（
石
和
町
市
部
）

○
文
部
科
学
大
臣
表
彰

　
小
越
壽
々
務
（
八
代
町
南
）

○
文
部
科
学
大
臣
教
育
者
表
彰

　
赤
岡
直
人
（
石
和
町
松
本
）

▼
県
政
功
績

○
地
方
自
治

　
飯
島
文
雄
（
八
代
町
南
）

　
藤
本
　
政
（
芦
川
町
上
芦
川
）

○
産
業

　
關
本
得
郎
（
石
和
町
中
川
）

　
志
村
富
男
（
御
坂
町
大
野
寺
）

○
教
育
文
化

　
曽
根
修
一
（
境
川
町
石
橋
）

○
保
健
衛
生

　
向
山
一
夫
（
石
和
町
市
部
）

炊
き
出
し
訓
練
も
併
せ
て
実
施=

い

ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ
い
文
化
館

　
12
月
5
日
、
八
代
町
文
化
協
会

陶
芸
部
は
次
の
茶
道
具
を
浅
川
中

学
校
に
寄
付
し
ま
し
た
。

　
生
徒
ら
は
、
そ
の
お
礼
に
茶
を

点
て
て
、
陶
芸
部
員
を
も
て
な
し

ま
し
た
。

茶
碗
　
20
個
　
菓
子
器
　
2
個

水
指
　
3
個
　
蓋
置
　
　
2
個

建
水
　
1
個
　
平
棗
　
　
1
個

　
1
月
6
日
、
い
ち
の
み
や
桃
の

里
ス
ポ
ー
ツ
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、

平
成
25
年
笛
吹
市
消
防
団
出
初
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
の
中
で
、
芝
垣
直
秀
団
長

は
「
団
員
は
日
常
、
生
業
を
持
ち

な
が
ら
も
、
地
域
の
安
全
の
為
に

活
動
し
て
い
る
。
お
礼
申
し
上
げ

る
と
共
に
、
そ
の
職
務
の
重
要
性

を
再
認
識
し
本
年
も
更
な
る
精
進

を
お
願
い
し
た
い
」
と
訓
示
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
消
防
団
員
な
ど

消
防
活
動
に
功
績
の
あ
っ
た
方
々

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
12
月
26
日
に
桃
源
文
化
会
館
（
南

ア
ル
プ
ス
市
）
で
開
催
さ
れ
た
山

梨
県
学
校
給
食
大
会
で
、
八
代
小

学
校
が
優
良
校
と
し
て
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
八
代
小
学
校
が
文
部
科

学
省
の
食
育
推
進
校
指
定
を
受
け
て

以
降
、
学
校
教
育
全
体
の
中
で
食
育

に
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
や
、
子
ど

も
た
ち
と
高
齢
者
が
給
食
を
一
緒
に

食
べ
交
流
す
る
な
ど
の
活
動
が
評
価

さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
受
賞
で
す
。

　
ま
た
、
石
和
中
学
校
の
角
田
幸

子
主
任
調
理
員
も
、
安
全
な
給
食

提
供
に
、
永
年
に
わ
た
り
貢
献
し

た
と
し
て
、
学
校
給
食
功
労
者
の

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

ツリー点灯式

30人以上の団員が出演＝スコレーセンター

　
12
月
8
日
、
9
日
に
市
内
の
小
・

中
学
生
お
よ
び
高
校
生
を
中
心
に

構
成
さ
れ
た
笛
吹
市
民
劇
団
が
「
宇

宙
の
ロ
ー
プ
〜
星
の
子
供
た
ち
〜
」

を
上
演
し
ま
し
た

　
こ
の
日
ま
で
に
、
団
員
は
顔
合

わ
せ
会
、
台
本
読
み
な
ど
、
練
習

を
積
み
重
ね
る
傍
ら
、
イ
ベ
ン
ト

の
P
R
と
し
て
N
H
K
な
ど
に
出

演
し
て
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
舞
台
や
、
時
に
は
観

客
席
に
飛
び
出
し
て
歌
や
ダ
ン
ス

に
躍
動
し
ま
し
た
。

　
12
月
12
日
、
境
川
児
童
館
は
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
エ
コ
ツ
リ
ー
と
、
新

た
に
作
成
し
た
特
大
リ
ー
ス
の
点

灯
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
「
N
P
O
法
人
笛
吹
市

障
が
い
者
を
支
え
る
会
　
あ
り
が

と
う
」
の
皆
さ
ん
を
招
い
て
、
一

緒
に
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
を
歌
っ

た
り
、
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
点
灯
後
、

灯
っ
た
ツ
リ
ー
や
リ
ー
ス
の
前
で

ダ
ン
ス
を
踊
り
交
流
を
深
め
ま
し

た
。
最
後
に
は
児
童
館
児
童
手
作

り
の
ド
ー
ム
ツ
リ
ー
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
し
た
。

八代町文化協会陶芸部と浅川中学
校家庭科部員との記念撮影 寄附された茶道具

　
12
月
6
日
、
市
赤
十
字
奉
仕
団

一
宮
分
団
と
一
宮
地
区
民
生
委
員

児
童
委
員
協
議
会
が
合
同
で
災
害

救
護
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　
講
習
で
は
、
災
害
時
に
見
落
と

し
が
ち
な
側
面
で
あ
る
、
い
か
に

口
腔
内
を
清
潔
に
保
つ
か
を
テ
ー

マ
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
資
料
と
し

て
、
水
が
な
く
て
も
歯
を
磨
け
る

歯
磨
き
粉
な
ど
が
配
布
さ
れ
た
り
、

唾
液
の
保
湿
機
能
に
着
目
し
キ
シ

リ
ト
ー
ル
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
試
食

し
た
り
し
ま
し
た
。

た
け
ん
す
い

ひ
ら
な
つ
め

ふ
た
お
き

だ

ドームツリー



●
耳
を
す
ま
せ
ば
え
ほ
ん
隊

2
月
2
日（
土
）・
9
日（
土
）・
16
日（
土
）・

23
日（
土
）

　
午
前
の
部
　
11
時
〜
11
時
30
分

　
午
後
の
部
　
2
時
〜
2
時
30
分

　
毎
週
土
曜
日
2
回
開
催

※
9
日
（
土
）
は
午
前
の
部
の
み
開
催

（
ス
ペ
シ
ャ
ル
映
画
上
映
）

●
家
族
で
始
め
よ
う
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

2
月
7
日（
木
）・
21
日（
木
）

午
前
10
時
30
分
か
ら

●
お
は
な
し
会
タ
ン
タ
ン

2
月
14
日（
木
）・
28
日（
木
）

午
前
11
時
か
ら

●
楽
蔵
お
は
な
し
会

　（
お
話
・
工
作
・
映
画
会
）
　

　
2
月
2
日（
土
）　
午
後
2
時
〜
3
時

●
お
は
な
し
会
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん

2
月
12
日（
火
）・
26
日（
火
）

午
前
11
時
〜
11
時
30
分

●
ロ
ー
ズ
タ
イ
ム

　（
大
人
向
け
イ
ベ
ン
ト
）★

　
2
月
15
日（
金
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
お
は
な
し
の
ゆ
り
か
ご

　
2
月
6
日（
水
）　
午
前
11
時
か
ら

●
リ
サ
と
ガ
ス
パ
ー
ル
の
お
は
な
し
会

2
月
3
日（
日
）・
10
日（
日
）・
24
日（
日
）

午
後
2
時
か
ら

●
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

　
2
月
9
日（
土
）　
午
後
2
時
か
ら

●
プ
レ
マ
マ
〜
マ
タ
ニ
テ
ィ
支
援
〜

2
月
8
日（
金
）･
22
日（
金
）

午
前
10
時
30
分
か
ら

●
ベ
ビ
ー
ブ
ッ
ク
・
サ
ロ
ン

　
2
月
20
日（
水
）　
午
前
11
時
か
ら

●
お
は
な
し
の
ぶ
ら
ん
こ

　
2
月
17
日（
日
）　
午
後
2
時
か
ら

●
バ
ム
ケ
ロ
お
は
な
し
会

　
2
月
9
日（
土
）

　
午
後
1
時
30
分
か
ら

●
赤
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
の
お
は
な
し
会

2
月
6
日（
水
）・
13
日（
水
）・
20
日（
水
）・

27
日（
水
）

午
前
11
時
か
ら

●
え
ほ
ん
で
Ｇ
Ｏ
！

2
月
2
日（
土
）・
16
日（
土
）・
23
日（
土
）

午
前
11
時
か
ら

●
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
お
は
な
し
会

2
月
2
日（
土
）

午
後
2
時
か
ら
（
毎
週
土
曜
日
、
随

時
お
は
な
し
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
）

●
お
は
な
し
の
へ
や
　
も
も

　（
乳
幼
児
向
け
）

2
月
5
日（
火
）・
26
日（
火
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

●
お
り
が
み
を
た
の
し
も
う
！

　
2
月
9
日（
土
）

　
午
前
10
時
30
分
か
ら

●
ぱ
ぱ
と
ぐ
ら
ん
ぱ
の
お
は
な
し
会

　
2
月
16
日（
土
）

　
午
前
10
時
30
分
か
ら

●
お
は
な
し
の
へ
や
　
さ
く
ら
ん
ぼ

　
2
月
23
日（
土
）

　
午
前
10
時
30
分
か
ら

＊
図
書
館
の
お
は
な
し
会
は
、
子
ど
も

た
ち
だ
け
で
な
く
、
敬
老
会
・
公
民

館
ま
つ
り
・
老
人
ホ
ー
ム
・
デ
ィ
サ

ー
ビ
ス
施
設
・
病
院
な
ど
に
出
向
き
、

年
配
の
方
々
に
も
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ご
要
望
が
あ
れ
ば
随
時

出
前
お
は
な
し
会
を
行
い
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
　

＊
個
人
的
に
朗
読
サ
ー
ビ
ス
を
お
受
け

に
な
り
た
い
方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
�

★
印
…
キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し

登
録
講
座

■
問
合
せ
先

石
和
図
書
館
（
担
当
�

石
倉
）

　
☎
0
5
5（
2
6
2
）
5
9
5
9

石
和
図
書
館

℡
０
５
５（
２
６
２
）５
９
５
９

平
　
　
　
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
９
時

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

一
宮
図
書
館

℡
０
５
５
３（
４
７
）５
２
２
０

平
日（
火
・
木
）／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
７
時

平
日（
水
・
金
）･

土･

日
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

境
川
図
書
室

℡
０
５
５（
２
６
６
）２
０
１
４

平
日
・
土
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

春
日
居
ふ
る
さ
と
図
書
館

℡
０
５
５
３（
２
６
）２
２
８
３

平
　
　
　
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
７
時

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

八
代
図
書
館

℡
０
５
５（
２
６
５
）２
１
１
３

平
日
・
土
・
日
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

御
坂
図
書
館

℡
０
５
５（
２
６
３
）０
３
６
３

月
・
火
・
木
・
金
／
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◆
石
和
図
書
館

4
日（
月
）・
12
日（
火
）・
18
日（
月
）・

25
日（
月
）

◆
御
坂
図
書
館

6
日（
水
）・
13
日（
水
）・
20
日（
水
）・

27
日（
水
）・
28
日（
木
）

◆
一
宮
図
書
館

4
日（
月
）・
11
日（
月
）・
18
日（
月
）・

25
日（
月
）・
28
日（
木
）

◆
八
代
図
書
館

4
日（
月
）・
11
日（
月
）・
18
日（
月
）・

25
日（
月
）・
28
日（
木
）

◆
境
川
図
書
室

3
日（
日
）・
10
日（
日
）・
11
日（
月
）・

17
日（
日
）・
22
日（
金
）・
24
日（
日
）

◆
春
日
居
ふ
る
さ
と
図
書
館

4
日
（
月
）・
12
日
（
火
）・
18
日
（
月
）
〜

22
日
（
金
）
蔵
書
点
検
・
25
日
（
月
）・
28

日（
木
）

　寒い冬、愛情たっぷりの本を読んで暖かい気持ちで乗り切りませんか。

　司書がおすすめする愛の本を展示します。どうぞご覧ください。

　期　間　2月1日(金)～28日(木)

　場　所　各図書館

　日時　３月２４日（日）午後１時３０分～３時

　※詳細は３月号をご覧ください。

▼

　山あり谷あり、波瀾万丈だった「水木しげる」夫婦の年月。初めての出会いから長い時を経

て、ふたりが最後に見たものは…。

　日　時　２月　９日(土)午後２時～　前編

　　　　２月１０日(日)午後２時～　後編

　場　所　石和図書館　２階　視聴覚ホール

　1月5日に石和図書館にて新春初釜が行われ、たくさんの来

館者で賑わいました。

　貸出・返却も１日で２千冊を超え、よいスタートができました。

　また、６日には一宮図書館で新春フェア・人間すごろくが

行われました。美しい琴の音に酔いしれ、人間すごろくでは、

親子そろってたくさんの子どもたちが参加してくれました。

サイコロを振るたびに喜んだり、悔しがったりする姿が印象

的でした。他にも用意した昔のあそびの羽子板やコマ回しに

も興味津々でたくさん遊びました。

▼
▼

▼

▼

新春初釜＝スコレーセンター・ホワイエ



一宮地域のウォーキングマップを作
成した「一宮町を考える会」

渋川沿いのごみ拾いをするなど、水害防止
について啓発する「渋川の排水をよくする会」

笛吹市一宮町郷土史会が作成した冊子
「甲斐の国一宮」の歌

1月10日（木）～2月28日（木）（審査決定3月）第１次募集

3月1日（金）～4月30日（火）（審査決定5月）第２次募集

5月1日（水）～6月28日（金）（審査決定7月）第３次募集

7月1日（月）～8月30日（金）（審査決定9月）第４次募集

9月2日（月）～10月31日（木）（審査決定11月）第５次募集

　募集期間

　市では、合併特例債などによる地域振興基金の運用益を活用し、市民ボランティア団体・NPO

法人・市民活動団体・行政区などの市民活動への支援や、地域振興に取り組む市民活動を支援す

る地域振興促進助成事業を行っています。

　対象　平成25年４月１日～平成26年３月31日までに実施予定の、次に該当する活動

○地域振興を目的に、市民団体が自発的、自主的に行う活動

○地域づくりに貢献し、それぞれの地域特性と創造性を生かしたまちづくりを進める活動

　応募方法　市民活動支援課に備えてある申請書類に記入して、お申し込みください。

また、申請書類は、市ホームページまたは市民活動・地域づくり支援サイト「よっちゃばるネ

ット笛吹」からもダウンロードできます。

■問合せ先　市民活動支援課　市民活動支援担当　☎055（262）4111
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